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奈良近鉄タクシー株式会社
本社

取締役社長

奈良⑳弱01 代
ノノ C?5271
ガ⑳0966
ガ⑮0987 代
ガ⑮0095
ガ⑮0091 代
ガ⑮0781
ガ⑮0096
生駒③2067

あやめ池
学園則
登美が丘
富雄
生駒

良⑳

杉

<事業場一覧>

生駒台生駒③2965
九条郡山②7246
天理天理.②1453
八木橿原②1032
橿原神宮ガ⑦ 0478

高取 2043
高田⑫5921
御所②6261
桜井②6288 代

1181

本
大代表

勝

0

彦

豊かな生活を支える電気
''

榛原
大宇陀
五条

下市

1,300円

榛原②0551 代
大宇陀③0018
五条②3297 代
下市②3705 代
吉野 2961代
グ 3021

柏木 33

吉野 5305 代
奈良⑳Ⅱ87

・エネルギーで豊かな郷士づくりをめざす・クリーン

関西電力(株)奈良支店
電話奈良(24) 12 0 1 (代)

野

紀寺工場

らし

く現代のプロメテウス

約部寺闇

真夏の昼さがり、電気は不足しています。
不急の電気のご使用を、なるべく他のゆとりのある時間に
お差しくり願えません力、。

近電工は
あすを考えています

(
戸

約 2時間30分

(

総合三剣蒲産業のパイオニア
j斤屯じ 1よ新しい"、Y代U)1N

開C_としに hYRイ1 )) 1j70 ;1・代
d)」_;、ル「・・を入.,、雫し'1、,j

'》

..

明るく住みょしあtを関西電力ばそれを求めくします、

1 700円

電気・計装・空調・土木

近俄電気工率株夫合社
取締役会長
取絲役札長
楽良支j円長

,

'(

^

900円

.

(

Lξ名入＼ミに,

.

465円
475円

途、

近畿

゛ .

＼、

、

'゛

奈良・定期観光バス

)

奈良・大和路の名所を結'

コース

医1公鬨名所めぐり

園奈良・法降¥・西の京めぐり
腰法畔寺・西の京めぐり
圃・ギ城・浄瑠璃寺めぐり
唾飛鳥・万葉めぐり
陶*.生・飛鳥めぐり
卿赤膚山(/C窯)西の京めぐり
圃奈良奧山ドライフ コース

所要時問

図公園名所甲・まカリ コーフ

約3時問

●のりば=国叙
H木ツーリスト

約 61埒問30分1,380円
約 4 11S川130分1,260円
約 6 11¥制

運賃料金
610円

奈良交通1器二じ翻

約 7 11S1拐30分1,405円

約 3時間30勿

近欽奈良'駅前●お問合せ=日本交通公ネ1
日本笊行および有名笊行あっせん業老
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入
れ
る
と
、
何
や
ら
様
子
が
お
か
し
い
。
総
理
の
声
で
「
一
プ
レ
ビ
を
真
中
へ
出
し
た
ま
え
。
今

日
は
記
嘉
君
に
お
話
す
る
の
で
は
な
い
。
直
接
国
民
の
皆
さ
ん
に
退
陣
の
ビ
挨
拶
を
す
る
こ

と
に
し
て
あ
っ
た
ん
だ
。
」
と
云
う
の
が
聞
こ
え
た
。
い
っ
た
ん
退
場
し
た
総
理
は
数
分
後
現

れ
た
が
、
新
聞
記
者
は
依
然
と
し
て
室
内
に
残
0
て
い
た
。
そ
こ
で
再
び
二
、
三
言
葉
の
や
り

と
り
が
あ
っ
て
、
結
局
記
者
連
中
は
退
去
し
た
。
総
理
は
、
や
れ
や
れ
と
い
っ
た
表
情
で
マ
イ

ク
に
向
い
「
国
民
の
皆
さ
ん
、
永
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
か
ら
始
ま
る
挨
拶
を
約
十
五

分
続
け
て
幕
と
な
っ
た
。

私
は
、
終
始
と
の
情
景
を
見
て
い
た
が
、
途
中
で
、
め
だ
し
た
と
き
、
大
勢
の
記
者
の
中
か

ら
誰
か
が
「
今
日
は
佐
藤
さ
ん
の
退
陣
の
日
だ
、
花
道
を
あ
け
て
や
ろ
う
」
位
の
戯
言
を
云
っ

て
、
記
者
の
方
が
賑
か
に
退
場
す
る
場
面
が
起
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
事
態
は
「
新
聞
報
道

を
侮
辱
す
る
、
の
、
言
論
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
も
の
」
と
い
0
た
硬
直
し
た
場
面
し
か
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

私
は
、
昨
年
ま
で
永
い
間
近
鉄
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
、
佐
藤
総
理
が
年
頭
に
伊
勢
参
宮
さ

れ
る
と
き
名
古
艮
伊
勢
市
間
を
近
鉄
特
急
で
ご
案
内
し
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
数
回
お
話
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
特
に
総
理
就
任
の
数
年
前
に
伊
勢
市
、
大
阪
間
を
乗
車
さ
れ
た
と
き
は
比

較
的
長
く
お
話
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
受
け
た
佐
藤
さ
ん
の
印
象
は
重
厚
な

そ
れ
で
い
て
気
軽
な
と
こ
ろ
の
あ
る
稀
に
見
る
立
派
な
人
物
で
あ
る
と
と
で
あ
る
。
新
聞
記
者

会
見
に
も
数
回
立
合
っ
た
が
報
道
陣
を
軽
視
す
る
様
な
こ
と
は
一
回
も
な
く
、
む
し
ろ
諧
誰
を

交
え
た
賑
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
佐
藤
さ
ん
退
陣
の
と
き
の
「
、
記
者
抜
き
テ

レ
ビ
放
映
」
の
挨
拶
位
は
大
目
に
見
て
、
笑
っ
て
す
ま
せ
る
雅
量
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
と
思

つ
ナ
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奈
良
交
通
株
式
会
社

社
長
安
藤
四
良

七
年
八
力
月
に
亘
る
長
期
政
権
を
担
当
し
た
佐
藤

総
理
が
、
退
陣
決
定
の
日
、
そ
の
挨
拶
発
表
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
永
い
間
ご
苦
労
様
と
い
う
気
持
で
六

月
十
五
日
十
二
時
三
十
分
、
テ
レ
ビ
の
ス
ィ
ッ
チ
を

、

含
一゛

一

(

、
'
一

1

・
・
・
・
・
一
・
鉱

、

目

十
('

、
 
j
.
)
、
、
(
ー
)
ー
ー
ー
)
)
、
/
、
S
》
>

第
船
回
通
常
議
員
総
会
・
:

2

工
場
立
地
の
再
編
成
等
に
つ
い
て

県
・
奈
良
市
に
要
望
・

4

工
場
移
転
等
に
つ
い
て
の
調
査

6

新
し
い
時
代
の
中
小
企
業
1
中
小
<
止
業
庁
だ
よ
り
1
フ

会
議
所
の
う
ご
き
・

・
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第
回
国
民
珠
算
競
技
大
会
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お
知
ら
せ
奈
良
県
中
小
企
業
労
働
者
福
祉
施
設
整

・
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・
・
・
詑

備
資
金
融
資
要
綱
決
定

環
境
衛
生
貸
付
の
貸
付
限
度
の
引
上
げ

及
び
貸
付
利
率
の
引
下
げ
に
つ
い
て

小
規
模
企
業
共
済
掛
金
最
高
限
度
額
年

間
一
万
二
千
円
に
改
正

1
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の
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第
開
回
通
常
議
員
総
会
開
催

世
垂
妻
妻
妻
垂
妻

圭
毛
妻
妻
垂
妻
垂
妻
垂
套
垂
妻
垂
妻
雁

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
等
を
承
認

型
釜
至
茎
垂
善
妻
垂
茎
妻
毛
垂
芸
垂
妻
垂
妻
妻
妻
垂
妻
言
一
妻
亘
言
茎
竺
妻
言
芸
妻
妻
重
毛
三
妻
毛
妻
妻
妻
垂
妻
妻
垂
三
垂
妻
王
雲
垂
婁
妻
言

費
費
成
費
費

f
用

議
業
創
運
際
定
理

事
法
管
交

第
蝿
回
通
常
曾
総
会
は
七
月
二
十
二
日
午

前
十
時
よ
り
、
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
ホ
ー
ル
に
於

て
杉
本
顧
問
、
小
山
梨
笹
大
森
会
頭
河

<
气
小
山
両
型
頭
、
和
井
田
専
務
理
事
、
乾

議
員
外
三
十
八
名
、
委
任
状
出
席
十
九
名
計
六

十
二
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
九
。

先
t
大
森
会
頭
よ
り
「
我
が
国
の
経
済
は
景

に
気
の
底
入
れ
も
終
り
徐
々
で
は
あ
る
が
、
回

復
に
向
っ
て
い
る
が
、
中
小
企
業
を
と
り
ま
く

器
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
経
済
、
政
策
面

に
於
て
新
し
絵
換
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
に
新
内
閣
が
発
足
し
九
が
、
日
本
列
島
改

造
曹
み
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
手
段
の
再
検

討
、
経
済
発
展
の
パ
タ
ー
ソ
の
切
り
替
え
等
に

対
す
る
情
熱
に
対
し
我
々
'
産
業
界
は
大
い
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

一
力
、
多
様
化
し
た
新
時
代
に
対
処
す
る
会

辧
と
し
て
の
組
織
の
拡
充
、
会
俳
自
体
の

充
実
こ
そ
が
急
務
で
あ
り
皆
様
の
一
段
の
協

力
を
願
う
」
と
挨
拶
あ
り
、
出
席
者
報
貫
議

罫
録
署
名
員
の
指
名
を
な
し
、
井
宗
に
入
っ

た
。報

告
事
項
①
霧
概
要
報
告
の
件
に
つ
い
て

は
和
井
田
専
務
理
事
②
会
館
建
設
の
経
過
に
つ

い
て
は
河
合
副
会
頭
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
'
一

見
ノ
交
換
の
後
、
一
同
了
承
。
引
統
き
需
事

頂
に
入
り
、
①
昭
和
四
十
六
年
度
璽
報
告
の

件
並
び
に
同
収
支
決
算
報
告
の
件
に
つ
い
て
は

阪
田
張
の
監
嘉
果
報
告
の
後
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。
(
次
掲
の
通
り
)

③
当
所
議
員
定
数
増
加
に
つ
い
て
④
当
所
常
議

員
定
数
増
加
に
つ
い
て
⑤
決
籍
会
開
催
月
の

定
款
明
示
に
関
す
る
件
⑥
特
定
商
工
業
者
の
範

囲
変
更
に
関
す
る
件
⑦
特
定
商
工
業
者
負
担
金

の
変
更
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
万
場
一
致
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い

て
峡
早
急
に
通
商
産
業
大
臣
へ
認
可
の
申
請

を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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総
括
的
概
要

昭
和
四
十
六
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
昨

年
来
の
景
気
停
滞
か
ら
回
復
へ
の
芽
を
よ
う
や

く
出
し
た
か
に
見
え
た
矢
先
、
八
月
十
五
日
の

ニ
ク
ソ
ソ
声
明
に
端
を
発
し
た
一
連
の
國
際
通

貨
調
鞭
置
は
、
景
気
停
滞
と
の
相
乗
作
用
に

よ
る
深
刻
烹
学
も
た
ら
し
、
十
二
月
十
八

日
多
国
問
聖
に
ょ
る
一
ド
ル
三
0
八
円
の
円

切
上
げ
が
決
定
さ
れ
、
わ
が
国
経
済
は
新
し
い

時
代
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
倫
勢
下
に
あ
っ
て
当
商
工
会
議
所

は
、
年
度
当
初
に
掲
げ
た
重
点
目
標
に
則
り
、

組
織
、
諾
を
あ
げ
て
地
域
経
済
基
継
強
化
に

資
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
景
気
対
策
の
推
進
に
努
め
た
。

手
意
見
活
動
と
し
て
は
、
業
界
と
常
に
緊

密
な
接
触
を
保
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
部

会
委
員
会
、
常
議
員
会
な
ど
を
通
じ
て
審
議

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
関
係
方
面
へ
要
望
し

た
。
ま
た
本
年
度
は
第
三
次
産
業
の
流
通
薪

の
動
き
も
活
発
と
な
り
、
百
貨
店
及
び
ス
ー
。
ハ

1
等
に
ょ
る
大
規
模
、
ソ
"
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー

の
進
出
に
つ
い
て
は
地
元
商
店
街
擁
立
の
原
則

に
立
、
当
所
商
業
活
動
謬
止
協
議
会
及
び
懇

談
会
を
置
き
、
関
係
部
会
な
ど
を
随
時
開
催
し

て
小
売
商
業
活
動
の
円
滑
化
と
健
全
な
発
展
に

資
し
た
。

一
方
、
奈
良
市
商
業
を
と
り
ま
く
環
境
の
変

化
に
対
応
し
て
県
・
市
・
当
所
の
三
渚
に
ょ
り

奈
良
市
中
心
商
業
地
域
近
代
化
の
一
つ
と
し
て

「
近
鉄
奈
良
駅
周
辺
地
区
広
域
商
誇
断
」
を

実
施
、
そ
の
診
断
結
果
を
基
礎
に
、
今
後
都
市

再
開
発
裟
重
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

ナ
次
に
ド
ル
、
ソ
"
ツ
ク
に
端
を
発
し
た
経
済
変

動
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、
景
気
対
策
会
議

を
各
金
融
機
関
の
協
力
の
も
と
に
設
置
し
て
、

地
元
中
小
企
き
及
ぼ
す
影
椴
実
態
把
握
と

と
も
に
景
気
対
策
相
談
室
に
ょ
る
諸
問
題
の

相
談
、
佶
報
提
供
、
金
融
あ
っ
旋
等
を
実
施
し

合

ま
た
、
調
査
活
動
で
は
、
各
種
の
調
査
を
実

施
し
各
業
界
へ
配
布
し
た
。

尚
、
雇
用
対
策
と
し
て
は
新
規
採
用
者
激
励

会
、
従
業
員
合
同
レ
ク
リ
エ
ー
ツ
"
ソ
の
催
し

の
ほ
か
、
労
務
管
器
習
会
等
労
務
改
善
璽

を
黄
極
的
に
実
施
し
た
。

金
融
対
策
と
し
て
は
金
融
の
栞
の
発
刊
、
巡

回
相
談
を
実
施
、
ま
た
重
点
事
業
と
し
て
経
営

指
遵
員
に
ょ
る
税
務
対
策
と
し
て
小
規
模
事
業

老
に
対
す
る
器
継
箔
遵
を
巾
広
く
展
開
し

た
。
ま
た
こ
の
ほ
か
定
例
税
務
相
談
、
飾
記
学

校
の
開
傑
守
で
好
評
を
得
た
。

さ
ら
に
観
光
士
産
品
の
声
価
向
上
対
策
、
各

種
検
定
誤
の
実
施
、
商
取
引
の
あ
っ
旋
、
照

会
等
も
そ
れ
ぞ
れ
所
期
の
成
果
を
お
さ
め
た
。

中
小
企
業
相
談
所
事
業
で
は
、
誥
習
会
に
ょ

る
集
団
指
遵
、
個
別
指
導
の
ほ
か
巡
回
指
導
を

菰
極
的
に
行
な
っ
て
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改

草
推
進
し
た
。

こ
の
よ
う
に
商
工
会
辧
の
使
命
ま
す
ま
す

埀
き
を
加
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
基
盤
強
化
を

は
か
る
た
め
活
動
の
拠
点
で
あ
る
会
館
建
設
問

題
に
つ
い
て
も
委
員
会
誘
を
活
発
に
行
な
っ

ナ

3

5

C
竹

6

2

目

,
ー

7

金
金入

計合

目

目

計

弓差

計

目

合

合

費
費
薮

与

昭和46年度一般会計収支決算書

(岬和"年明狐)
(単位円)収入の部

科

費1.会
2.負担金
3.交付金
4.事業収入
6.寄付金
6.雑収入
フ.前年度繰越金

予算額決算額増△減

N,285,000

1,210,500
2,710,000

1,110,000

1,000

60,000

600,000

13,935,300

1,17フ,200
2,636,500

2,275,973

支出の部

科

計 19,976,50020,947,102

△3四,700

△ 33,300
△ 73,500

1,165,飾3

△ 1,000
166,185

95,944

1.ネ。
2.旅
3.事
4.云

昭和46年度小規模事業特別会計
収支決算書

226,185

695,944

収入の部

務局

予算額決算額

科

8,196,000
500,000

790,000
1,096,000

5,596,000
1,290,000

200,000

663,000

720,000

850,000
65,500

10,000

1.補

2.市

3.繰

8.公課分担金
9.福利厚生費
退職資金積立金
'特別会計繰入

費11.雑
12.予備費

970,602

補助

8,065,410

380,850

882,644

1,2四,202
5,589,806

1,607,552
221,125

680,168

740,731

850,000

104,010

(師和"年明加)至昭和47年3月31日

予算額決算額増△減

増△減

5,101,634

△130,590

△ 119,150
92,644

153,202

△ 6,194

317,2郭
21,125

17,168

20,731

支出の部

(単位円)

科

収入支出比較表

857,914

5,014,500

300,000

766,822

厭浦側如沌側櫛陵側備* 収入決算額 1
20,947,1021 20,371,2011 575,9011次年度に繰越 6,081,322 1

1.1奉完合突亨

2.超過勤務手当

費3.旅

4.講習会開催費

5.記帳指導員謝金

6.備品費

フ.調査研究費

8.事務鬢

費9.雜

5,959,548 6,081,3221

△釘,134

300,000

△ 91,092

C,

19,976,500120,371,201

予算額 1決算額 増△減

3,930,958

60,000

200,000

620,300

フ74,鰐0

27,060

18,600

317,700

10,000
38,510

△ 10,000

121,フ74

3,997,860

62,894

200,530

538,790

847,642

4,000

394,701

66,902

2,894

530

収入支出比較表

△ 81,510

72,712

△ 23,060

△ 18,600

64,566

37,340

',・,・1',・御

382,266

47,340

残額

J"

支出決算額

6,081,322 1

121,フ74

た
0

助金



当
所
で
は
七
月
六
日
、
河
合
利
喜
蔵
、
ま
し
た
。

小
山
栄
三
郎
両
副
会
頭
、
杉
山
纂
一
繊
維
こ
の
あ
と
奈
良
市
役
所
を
訪
れ
、
鍵
田

璽
部
会
長
、
乾
太
郎
玉
部
会
副
部
会
市
長
が
公
務
で
不
在
の
た
め
慶
田
助
役
と

長
、
和
井
田
恒
道
専
務
理
票
県
庁
と
奈
会
い
、
要
望
事
項
に
つ
い
て
種
々
懇
談
し

良
市
役
所
を
訪
れ
、
知
事
お
よ
び
市
長
あ
ま
し
た
。
同
助
役
も
具
体
的
な
点
に
ま
で

て
「
工
業
地
域
の
拡
大
等
に
関
す
る
要
望
わ
た
っ
て
真
剣
に
意
見
交
換
に
応
じ
「
充

書
」
(
会
頭
・
工
業
部
会
長
.
繊
維
工
業
分
研
究
し
た
い
と
」
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

部
会
長
・
玉
謬
長
の
連
名
)
を
提
出
要
誓
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま

し
ま
し
た
0

こ
れ
は
、
さ
き
に

ー
ー
エ
場
立
地
の
再
編
成

場
を
有
す
る
事
少
辨

ー
ー
つ
い
て
県
・
奈
良
市
へ

、し

転
等
に
つ
い
て
の
調

査
」
(
内
容
別
掲
)
を

実
施
そ
の
結
果
を
も
と
に
工
業
部
会
繊
す
。

竺
業
部
会
、
工
芸
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
【
要
望
書
】

い
て
恊
議
の
結
果
、
県
と
奈
良
市
へ
要
望
県
、
市
御
当
局
に
お
か
れ
て
は
太
陽
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
主
す
0
 
緑
い
っ
ぱ
い
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
調
和
の

当
日
は
ま
ず
県
庁
に
奥
田
知
李
訪
ね
あ
る
産
業
発
展
を
図
る
べ
く
中
小
璽
殊

要
望
の
趣
旨
と
内
容
に
つ
い
て
説
明
、
懇
に
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
ぃ
て
は
、
格
段

、L

鷲
た
し
ま
し
た
が
、
奥
田
知
張
終
始
の
御
配
男
も
と
対
策
瓢
じ
ら
れ
て
い

恕
に
耳
を
傾
け
よ
く
検
討
し
て
善
処
し
る
こ
と
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の

た
い
と
き
わ
め
て
好
意
的
な
回
答
を
さ
れ
で
あ
り
、
産
業
界
と
し
て
も
今
や
物
質
的

経
済
成
長
優
先
か
ら
脱
脚
し
て
国
士
環
境

の
尊
重
と
い
う
命
題
を
充
分
認
識
し
、
こ

の
課
裡
適
応
す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
思
う
に
奈
良
市
今
後

の
都
市
構
造
は
工
・
住
混
在
化
傾
向
が
一

段
と
強
ま
り
、
公
害
製
あ
る
い
は
歴
史

的
都
市
と
し
て
の
環
境
保
全
と
産
業
発
展

と
の
調
和
が
一
層
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
予

置
を
N
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
0記

一
、
奈
良
市
内
の
調
整
区
域
に
お
け
る
工

業
地
域
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て
そ
の

拡
大
を
再
検
討
さ
れ
た
い
。

ニ
、
奈
良
に
お
け
る
地
器
業
立
地
の
再

編
成
(
移
転
)
に
必
要
な
用
地
の
先
行

取
得
の
措
置
と
新
移
転
地

が
再
び
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な

き
ょ
う
恒
久
的
計
画
措
置

を
と
ら
れ
た
い
。

三
、
今
後
個
々
の
企
業
と
し

て
の
工
場
移
転
に
対
す
る

用
地
の
斡
旋
及
び
移
転
資
金
の
融
資
、

並
び
に
地
方
税
制
上
の
特
別
措
置
瓢

ぜ
ら
れ
た
い
。

四
都
市
計
画
法
は
産
業
界
に
も
重
大
な

関
連
を
有
す
る
点
に
鑑
み
都
市
計
画
地

方
審
議
会
委
員
に
経
済
界
代
表
を
増
貝

せ
ら
れ
た
い
。

等
こ1

要
望

'

工
場
移
転
等
に
つ
い
て
の
稠
査

''

ザ
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
、
一

想
さ
れ
、
工
業
地
域
と
住
居
地
域
を
明
確

に
区
分
し
再
編
成
す
る
こ
と
が
都
市
計
画

上
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
0

つ
い
て
は
、
今
後
更
に
工
条
地
域
経

、L

済
発
展
に
果
す
役
割
に
お
い
て
生
活
環
境

と
の
調
和
あ
る
工
業
立
地
を
推
進
す
る
こ

と
は
重
要
な
器
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
従
っ
て
左
記
事
項
に
つ
き
適
切
な
措

'

0

我
が
国
経
済
の
発
展
は
、
帯
の
過
密
化
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
"
ソ
な
ど
の
現
象
を
生
じ
、

工
場
周
辺
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
璽
の
変
化
に
伴
う
現
工
場

の
移
変
つ
い
て
、
そ
の
憲
を
把
握
し
今
後

の
事
業
推
進
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
当
所

会
員
事
券
を
対
象
に
羽
査
を
す
す
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
四
十
八
社
よ
り
解
答
を
得
、
そ
の

結
果
を
こ
こ
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。

◇

一
、
項
目
別
調
査
結
果

①

工
場
移
転
の
意
向
に
つ
い
て

〔
全
般
的
〕

移
動
翌
向
は
、
「
全
面
的
に
移
転
し
た

.

5

C
r

い
。
」
が
三
三
・
三
%
、
「
一
部
移
転
し
た
い
」
。

か
一

七
・
ハ
%
と
何
ら
か
の
形
で
工
場
を
移

転
し
た
い
と
希
望
す
る
事
業
所
が
五
一
・
一

%
と
半
数
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、
「
移
転
す
急
志
は
な
い
。
」
と

す
る
も
の
が
四
八
・
九
%
あ
る
。

〔
業
種
別
〕

◎
工
業
で
は
、
「
全
面
的
に
移
転
し
た
い
)
「
三

ニ
・
一
%
)
、
「
一
部
移
転
し
た
い
」
(
ニ
ハ

六
%
)
と
、
「
全
面
的
又
は
一
部
移
転
し
た

い
」
と
希
望
す
る
も
の
は
、
六
0
・
七
%
を

4

占
め
て
い
る
。

◎
工
芸
で
は
「
全
面
的
に
移
転
し
た
い
」
と
希

望
す
る
も
の
が
六
六
・
七
%
と
、
他
業
種
と

比
べ
、
圧
倒
的
に
移
転
の
意
向
が
強
い
。

◎
繊
維
で
は
「
全
面
的
に
移
転
し
た
い
」
と
希

望
す
る
も
の
が
一
八
・
ニ
%
と
、
他
業
種
と

は
逆
の
結
果
と
な
っ
た
。

〔
区
域
別
〕

住
居
専
用
及
び
住
居
地
域
で
は
、
「
全
面
的

に
移
転
し
た
い
」
(
四
0
・
九
%
)
「
一
部
移

転
し
た
い
」
(
一
三
・
六
%
)
、
次
い
で
商
業

地
域
で
は
「
全
面
的
に
移
転
し
た
い
」
会
一

ー
、

( '

J
、
白
ナ

而
し

生
転

X

移

X

X

」

X

X

X

0
08

/

.

三
・
三
%
)
、
「
一
部
移
転
し
た
い
」
(
一
六

七
%
)
と
、
移
転
に
対
す
る
意
向
が
強
い
。

又
、
準
工
業
地
域
に
お
い
て
、
「
一
部

移
転
し
た
い
」
(
四
一
・
七
%
)
と
い
う
の

か
多
く
、
都
市
の
過
密
化
に
伴
う
住
居
地
域

の
拡
大
に
ょ
っ
て
、
工
場
周
辺
の
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

0

業工

芸

)2
 
移
転
を
考
え
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

移
転
豊
向
に
つ
い
て
「
全
面
的
又
は
一
部

移
転
し
た
い
」
と
希
望
す
る
事
業
所
の
う

ち
、
移
転
を
考
え
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
み

る
と
、
「
現
在
地
で
の
工
場
拡
張
が
困
難
で

あ
る
か
ら
と
す
る
も
の
が
、
六
二
・
一
%
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
今
後
公
害
問
題
が
起

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
」
と
す
る
も
の
が
二
七

六
%
、
「
工
業
用
水
ハ
労
働
力
、
交
通
等

立
地
条
件
が
悪
い
か
ら
」
と
す
る
も
の
が
、

-
0
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

(

工

0

「移転する
意志はない」
48.9% 33.3%

「^音1
移転したレ

17.8%

.、■

32.1%

織維

50

^全而的に移転したい
匪勿・一割拝多転したい
[Σコ移転する意志はない

66.フ%

18.20。

39.3%

100

住居専用及住居地域

8%81

33.3%

商業地域

準工業地域

如.9%

工業地域

33.3%

50

立地条科
が悪いか
ら 3イ4
10.3%

↑後公霄問
題が起ると危1
)れるから

8判
27.6%

41.フ%

13.6%

7

45.5%

50.0%

100

100.0%

58.3%

、('

現松地での
工場拡張か困
難である

18fl

62.1%



又
、
も
う
一
つ
の
「
公
害
で
悩
ん
で
い
る

か
ら
」
と
の
項
目
に
対
し
て
は
、
回
答
事
業

所
は
な
く
、
現
在
の
工
場
と
公
害
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
も
、
工
場
を
盟
又
は
移
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
回
答
は
な
か
っ

た
。

こ
の
こ
と
は
、
当
市
の
産
業
基
盤
が
あ
ま

り
公
害
を
と
も
な
わ
な
い
企
業
背
景
に
ょ
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

、
0

力
)3
 
移
転
し
た
い
が
出
来
な
い
理
由
に
つ
い
て

②
と
県
、
「
全
面
的
又
は
一
部
移
転
し
た

い
」
と
希
望
す
る
事
誘
に
つ
い
て
み
る

と
、
「
用
地
確
保
が
困
雌
で
あ
る
か
ら
」
と

す
る
も
の
が
過
半
の
五
一
・
五
%
と
、
士
地

に
対
す
る
条
件
が
堅
お
第
一
理
由
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
「
資
金
繰
り
が
困
難
で
あ
る
か

ら
」
と
す
る
も
の
が
三
九
・
四
%
を
占
め
、

用
地
確
保
が
困
難
で
あ
る
原
因
が
最
近
の
地

価
の
一
腿
に
ょ
る
、
の
と
す
る
な
ら
ぱ
、
全

(

体
の
九
割
の
事
業
所
が
士
地
の
条
件
の
悪
化

に
ょ
っ
て
移
転
を
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
ぇ

よ
うそ

の
他
「
親
企
業
及
び
需
企
業
と
の
関

係
か
ら
」
と
す
る
も
の
が
六
,
一
%
、
「
市

街
化
区
域
調
整
の
関
係
か
ら
」
と
す
る
も
の

が
三
・
0
%
と
な
っ
て
い
る
。

④
工
場
を
移
転
す
る
場
合
最
も
重
要
と
考

え
ら
れ
る
条
件
に
つ
い
て

工
場
を
移
転
す
る
場
食
移
転
先
の
立
地

条
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
通
勤
の
条
件
」
を

最
も
重
要
と
す
る
も
の
が
、
二
七
・
四
%
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
労
働
力
の
条
件
」
「
士

% )

地
の
条
件
」
「
輸
送
の
条
件
」
と
す
る
も
の

か
、
同
数
の
一
九
・
四
%
。
さ
ら
に
「
工
業

『
、
、
、

用
水
及
び
排
水
の
条
件
」
と
す
る
も
の
が
、

三
・
ニ
%
、
「
原
材
料
入
手
の
条
件
」
「
市

場
の
条
件
」
と
す
る
も
の
が
一
・
六
%
と
な

つ
ナこ

の
よ
う
に
工
場
を
移
す
場
合
も
、
現
在

の
労
働
力
不
足
の
時
代
を
反
映
し
て
か
、
労

働
力
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
こ
と
の
条
件
が

最
も
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ぱ
、
工
場
を
移
転
す
る
場
合

「
通
勤
の
条
件
」
怠
く
な
れ
ば
、
現
在
確

保
し
て
い
る
人
材
が
事
業
所
を
離
れ
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
も
十
分
推
則
で
き

る
。

6
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i

近
代
化
、
合
理
化
に
と
も
な
う
新
し
い
需
の

建
設
等
が
現
在
の
工
場
敷
地
面
積
で
は
、
将
来

困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
、
大
半
を
占
め
て

お
り
、
移
転
忠
向
は
強
い
。

さ
ら
に
は
、
準
工
業
地
域
に
お
い
て
、

「
一
部
移
転
し
た
い
」
と
希
望
す
る
も
の
が
多

く
、
既
に
準
工
業
地
域
に
も
、
生
産
活
聖
営

む
上
で
、
立
地
条
件
怠
化
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
り
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
選
定
さ
れ
た
工
業
地
域
に
お
い
て

は
、
移
転
に
対
す
る
意
向
は
な
か
っ
た
が
、
し

か
し
工
場
の
立
地
は
、
公
害
問
題
都
市
の
過

密
化
等
に
ょ
り
今
後
益
々
悪
化
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
混
合
地
域
を
ど
の
よ
う

に
工
業
地
域
と
住
居
地
域
さ
ら
に
、
歴
史
的
都

市
と
し
て
の
保
存
と
開
発
の
調
和
を
保
ち
な
が

ら
明
確
に
区
分
し
、
再
編
成
す
る
こ
と
が
、
今

後
の
都
市
計
画
上
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
単
に
工
場
の
立
地
規
制
を
強
化
す

る
こ
と
に
ょ
っ
て
目
的
建
成
さ
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。こ

の
調
査
で
、
工
場
の
集
団
化
に
つ
い
て
み

た
時
、
実
際
に
当
市
に
工
場
団
地
が
建
設
さ
れ

て
、
必
t
も
移
転
は
し
な
い
と
の
意
見
も

あ
る
よ
う
に
、
移
転
先
の
立
地
条
件
が
悪
け
れ

ば
移
転
し
な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
ず
、

中
小
企
業
の
も
つ
特
殊
性
を
十
分
配
慰
し
、
移

転
を
容
易
に
す
る
た
め
強
力
な
総
合
施
策
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

〔
ま
と
め
〕

工
場
移
転
の
意
向
に
つ
い
て
以
上
み
て
き
た

当
市
の
場
合
わ
が
国
に
お
い
て
大
き
く
取

、
、
.
、

力り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
"
公
害
と
工
場
立
地
'
に

つ
い
て
は
、
公
害
問
題
に
ょ
っ
て
工
場
器
又

、し
は
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
意
見

は
な
力
っ
た

こ
の
こ
と
は
、
既
に
の
べ
た
通
り
当
市
の
企

業
背
景
が
軽
工
業
中
心
の
公
害
を
あ
ま
り
伴
わ

な
い
と
い
う
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
市
の
性
格
上
、
住
居
地
域
の
拡

大
風
致
地
区
の
指
定
な
ど
工
場
周
辺
の
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
工
場
の
ほ
と
ん
ど
が
市
街

地
に
立
地
す
る
と
い
う
住
・
工
混
在
化
傾
向
が

今
後
さ
ら
に
進
む
に
つ
れ
事
業
拡
張
工
場
の

判7
及
件
ず

水
条

用
の

業
水
工
排

7

☆

11

、

妬
年
の
日
本
経
済
は
、
円
切
上
げ
と
不
況
の
相
乗
作

用
に
ょ
り
、
非
^
吊
な
^
^
を
一
^
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か

で
、
中
小
企
誰
、
妬
年
の
生
産
が
ほ
ぽ
横
ぱ
い
に
推

移
す
る
な
ど
、
一
般
に
大
傘
よ
り
大
幅
な
業
況
発

を
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
設
備
投
資
関
連
中
小
企
業

と
、
輸
出
関
連
中
小
傘
倫
込
み
が
大
き
い
よ
う
で

r

妬
年
度
中
小
企
業
白
書
か
ら

す
。円

切
上
げ
は
、
不
況
の
長
期
化
を
、
た
ら
し
ま
し
た

か
、
ま
た
新
し
い
時
代
の
豐
を
つ
げ
る
、
の
で
も
あ

、
、
、
、り

ま
す
。
こ
の
な
か
で
中
小
余
の
お
か
れ
て
い
る
状

況
は
特
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
中
小
企

誓
器
す
る
課
題
は
、
①
特
恵
関
税
供
与
や
円
切
上

げ
に
象
徴
さ
れ
る
国
発
へ
の
適
応
②
工
業
化
の
急
速

な
謬
の
焚
発
生
し
た
公
害
・
過
密
現
象
な
ど
環
境

問
題
へ
の
対
処
③
働
き
が
い
と
労
働
時
間
の
短
縮
を
求

め
る
勤
労
岩
意
勢
変
化
へ
の
対
応
、
効
率
的
な
流

通
、
物
価
の
安
定
な
ど
に
ょ
る
国
民
生
活
へ
の
向
上
を

通
ず
る
人
闇
尊
臣
会
へ
の
貢
献
④
以
上
の
3
つ
の
課

題
志
成
す
る
右
力
な
手
段
で
も
あ
る
産
業
構
造
知
識

し
い
時
代
の
中
小
企

6

集
約
化
へ
の
志
向
の
4
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

円
切
上
げ
は
、
特
に
中
小
企
業
に
大
き
い
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
特
に
産
地
型
輸
出
中
小
企
業
は
、
一
時
輪

出
成
約
が
激
減
す
る
状
態
に
お
か
れ
ま
し
た
。
中
小
企

業
は
、
世
界
経
済
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識

し
、
今
後
、
①
製
品
の
高
級
化
・
多
様
化
②
市
場
多
角

化
③
事
業
転
換
④
海
外
投
資
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

過
密
、
公
害
問
題
に
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
会
の
表
面
化
率
は
'
年
の
幻
%
か
ら
、
妬
年

の
鍵
%
へ
増
加
し
て
お
り
、
都
市
内
部
に
立
地
す
る
中

小
企
業
の
紛
%
が
移
転
の
必
要
を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
碍
間
題
に
対
処
す
る
に
は
、
事
業
転
換
や
移

転
、
老
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

所
得
の
上
昇
は
、
勤
労
煮
鹸
の
大
き
な
変
化
を
生

ん
で
い
ま
す
。
若
年
労
働
者
は
、
い
ま
や
賃
金
よ
り
働

き
が
い
を
職
場
に
求
め
て
お
り
、
そ
う
し
た
場
合
に
、

中
小
企
業
に
働
き
が
い
が
あ
る
と
す
る
人
は
鉐
%
も
あ

り
、
大
企
業
の
W
%
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

令
」

(.中
小
企
業
は
、
勤
労
煮
俄
の
変
化
に
了
チ
し
た
職

場
と
な
り
得
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
中
小
企
業
の
勤
労
福
祉
の
憲
は
ま
だ
十
分

と
は
い
え
ず
、
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
な
ど
が
必
要
で

し
ょ
う
。
週
休
2
日
制
の
実
施
状
況
も
、
大
企
業
の
玲

%
に
対
し
、
 
5
%
に
す
ぎ
ず
、
今
後
の
努
力
が
要
詰
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
の
拡
大
と
多
様
化
に
際
し
て
中
小
商
業

が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
変

化
す
る
消
費
者
の
行
動
様
式
を
中
小
小
売
店
は
必
ず
し

も
的
確
に
把
握
し
て
い
る
七
冨
え
ず
、
消
費
者
と
直
結

す
る
中
小
小
売
店
と
し
て
は
、
消
費
者
倫
要
動
向
に

正
確
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

近
年
中
小
企
業
の
高
加
工
度
化
が
進
展
し
て
お
り
、

今
後
、
産
業
構
造
の
知
識
集
約
化
の
な
か
で
、
中
小
企

業
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
需
要
。
ハ
タ
ー
ソ
の
変
動
と
と
、
に
、
住
宅
'
産

業
、
情
報
条
、
公
害
防
止
、
機
器
産
業
、
名
力
機
械

産
業
、
教
育
関
連
産
業
、
フ
ァ
ッ
シ
"
ン
産
業
な
ど
、

中
小
企
業
の
活
躍
す
る
余
地
の
大
き
い
綴
集
約
産
業

の
発
展
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
峡
ま
だ
二
重
構
造
の
底
辺
を
な
す
存
在

で
あ
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
し
か

し
逆
に
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
・
小
回
り
が
中
小
企
業
の
長

所
で
あ
る
と
い
う
需
、
一
般
化
し
て
お
り
、
中
小
企

業
は
、
こ
れ
ら
の
特
質
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
を
発
揮

し
て
、
今
後
の
「
困
難
も
大
き
い
が
可
能
性
も
大
き

い
」
時
代
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1-'ーーーーー

1ホ
企
業
庁
だ
よ
り

、

親企業下励
企獣との関係
から
2件

亜

直

6.1

市街化区域調艷
の関係から】h

3.0%

(、1

女金綬り
困艷である

ナ
13件 39.'1

購地磁保かⅡ1
認であるプ
17,1

1^^^^^^^^^^●

輸迭の
条件 12件
19.4%

原材料.入手の条件 1件 1
市場の条件 1件 1.6%

通勤の条付
17件

27.4%

労働力
条イq

12付

土地の条判
12件
19.4%

19,4%
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ー
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ー
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ー
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会
議
所
の
う
こ
き

労
働
保
険
事
務
組
合
年
度
更

新
事
務
説
明
会
に
出
席

四
月
三
貝
午
後
一
時
よ
り
、
合
同
庁
舎
三

階
^
一
俄
室
に
^
て
、
^
小
良
労
^
^
進
局
、
^
良

県
商
工
労
禦
主
催
の
欝
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
法
律
の
改
正
に
ょ
る
、
従
来
の
労
災
保

険
、
条
保
険
の
適
用
霧
と
保
険
料
徴
収
ヰ

務
の
ご
兀
化
に
つ
い
て
の
制
座
し
く
み
等
が

説
明
さ
れ
た
。
尚
当
日
は
各
霧
組
合
よ
り

各
担
当
者
が
出
席
、
当
所
よ
り
中
村
課
長
、
岡

安
係
員
が
出
席
し
た
。

五
月
一
日
、
十
六
日
、
六
月
七
封
儲
委
員

会
を
開
き
、
会
館
問
題
に
つ
い
て
繋
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
'
1
手
1
-
ー
手
1
{
」
ー
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
←

奈
良
市
と
の
定
例
連
絡
会
議

の
開
催

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

当
所
で
は
去
る
四
打
四
日
当
所
ホ
】
ル
に
那

い
て
W
、
昭
和
四
十
七
年
度
ホ
業
並
び
に
当

面
の
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

尚
当
日
は奈

良
市
よ
り
川
尻
経
済
膨

桐
木
観
光
商
工
堂

油
谷
補
佐
、
出
口
係

当
所
よ
り

9

尚
当
所
よ
り
中
村
課
長
が
W
し
た

が
出
席
し
た
。

一
↓和

井
田
専
務
器

勝
井
亊
務
局
長

中
村
課
長

ー
」
ー
ー
{
ー
ー
ー
ー
!
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
←
1
-
ー
ー
ー
ー
ー

定
例
副
会
頭
会
議
開
催

」
ー
ー
ー
舌
1
i
1
1
f
1
-
ー
{
{
ー
!
ー
ー
{
ー
ー
ー
ー
ー

定
例
副
会
頭
会
議
は
四
内
五
日
、
十
八
貝

五
例
二
日
、
十
六
貝
六
刀
六
貝
二
十
日
、

七
打
四
日
当
所
役
員
室
で
河
合
、
小
山
両
副
会

頭
、
和
非
田
専
務
器
が
出
席
し
て
税
、
当

面
の
聖
報
告
及
び
詰
、
そ
の
他
重
要
出
項

に
つ
き
協
議
し
た
。

建
設
部
会
開
催

当
所
で
は
去
る
四
月
十
一
日
(
火
)
正
午
よ
り

当
所
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
標
需
会
を
開

催
し
た
。

当
日
峡
本
年
度
部
会
聖
に
つ
い
て
協
識

が
な
さ
れ
、
各
釜
共
通
の
問
題
を
協
議
す
る

た
め
に
、
業
種
構
成
等
に
つ
き
亊
務
局
に
船
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。
尚
当
日
は
ゲ
ス

ト
と
し
て
奈
良
県
よ
り
大
池
士
木
部
長
の
臨
席

を
得
て
本
年
度
奈
良
県
の
士
木
予
算
に
つ
い
て

需
を
拝
聴
し
た
。
出
席
者
は
尾
田
部
会
長
外

三
十
名
で
あ
っ
元
。

経
鞭
則
で
は
今
後
の
経
済
情
勢
を
予
測
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
済
の
変

革
期
で
は
予
測
能
力
よ
り
も
、
変
化
に
適
応
で

き
る
転
換
能
力
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

又
円
切
り
上
げ
後
の
日
本
経
済
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
強
力
な
救
済
が
な
け
れ
ぱ
、
景

気
の
上
昇
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
業
界
に

は
不
景
気
に
対
す
る
危
機
感
が
た
く
、
赤
字
不

倒
産
と
い
う
小
態
が
起
0
て
い
る
。
こ
れ
は
四

十
一
年
か
ら
の
業
気
に
十
分
な
企
業
嘉
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
で
は
、
実
施
の
時
期
、
タ
イ
ミ
ソ
グ
を
、

十
分
に
考
愈
し
な
け
れ
ば
な
長
3
、
来
年
度
に

は
具
体
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
経
済
情
勢

等
に
つ
き
種
々
講
話
さ
れ
、
後
、
質
問
を
受
け

ら
れ
、
出
席
岩
よ
り
、
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

午
後
四
時
終
了
、
尚
当
日
出
席
名
は
三
十
二
名

で
あ
っ
た

薪
能
保
存
会
役
員
会
に
出
席
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薪
能
保
存
会
役
員
会
は
去
る
四
月
七
貝
南

大
門
に
溌
い
て
開
催
さ
れ
昭
和
四
十
六
年
度

収
支
決
算
古
昭
和
四
十
七
年
度
収
支
予
算
書

等
に
つ
い
て
審
繋
な
さ
れ
た
。

れ
、
参
加
者
四
十
三
名
に
、
記
念
品
を
贈
り
、
後

友
裟
光
ビ
ル
、
ス
カ
ラ
座
で
「
若
草
の
祈
り
」

の
映
画
讐
を
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

、

経
済
講
演
会
開
催

当
所
で
は
四
月
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
奈
良
県
文
化
会
館
A
B
ホ
ー
ル
に

圏
野
村
総
合
研
究
所
取
締
役
裂
長
木
上

兵
衛
氏
を
招
き
標
需
演
会
を
開
催
し
九
。

河
合
副
会
頭
の
開
会
挨
拶
後
、
木
上
氏
の
講

演
に
入
る
。
先
ず
、
昨
年
八
月
の
ニ
ク
ソ
ン
シ

"
ツ
ク
以
来
、
一
連
の
経
済
第
の
変
化
は
、

専
門
家
に
お
い
て
も
予
測
、
つ
か
ず
、
過
去
の

交
通
運
輸
部
会
開
催

゛
、
、

当
所
で
は
去
る
四
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り

交
通
器
部
会
を
開
催
杉
本
部
会
長
他
四
名
が

出
席
し
て
、
か
ね
て
欠
員
中
の
二
号
議
員
一
名

補
欠
選
任
及
び
副
部
会
長
一
名
補
欠
選
任
に
つ

い
て
協
議
が
な
さ
れ
左
記
の
通
り
選
任
し
九
。

記

二
号
議
員南

都
運
送
鮒
社
長
梅
田
清
一
郎
氏

副
部
会
長鵠

キ
ソ
グ
商
会
社
長
中
田
政
憲
氏

尚
四
十
七
年
度
部
会
事
業
に
つ
い
て
も
種

ん
協
議
が
な
さ
れ
た
。

男
子
二
ー
ス
四
月
十
九
日
、
二
十
日

一
、
と
こ
ろ
、
当
所
三
階
ホ
ー
ル

r

女
子
二
ー
ス

女
子
社
員
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
堀
場

宏
子
氏

男
子
コ
ー
ス

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ソ
ト
、
鈴
木
慎
哉
氏

一
、
テ
ー
マ

丈
新
入
社
員
と
し
て
の
鞭
え

ニ
、
新
入
社
員
と
し
て
の
人
間
関
係

三
、
科
学
的
な
仕
事
の
進
め
方

四
電
話
、
来
客
の
応
対
(
実
習
)

五
期
待
さ
れ
る
新
入
社
員
像

ズ
受
講
老

女
子
ゴ
ー
ス
、
四
十
七
名
、
男
子
塁
ー
ス

十
九
名

昭
和
四
十
七
年
度
学
卒
新
規

就
職
者
歓
迎
の
っ
ど
い
開
催

当
所
で
峡
去
る
四
月
十
六
日
(
日
)
、
午
前

十
時
三
十
分
よ
り
、
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

奈
良
市
協
賛
の
下
に
、
今
春
市
内
那
業
所
に
尅

職
し
た
中
・
高
卒
者
を
対
象
に
標
記
つ
ど
い
を

開
催
し
た

当
日
、
当
所
勝
井
事
務
局
長
、
奈
良
市
桐
木

観
光
商
工
課
長
よ
り
激
励
の
こ
と
ぱ
が
述
べ
ら

新
入
社
員
研
修
講
座
開
催

当
所
中
小
余
相
談
所
で
峡
青
色
申
告
者

8

に
ご
利
用
下
さ
い
。

必
所
で
は
、
新
入
社
員
が
一
日
、
早
く
職
場

の
環
境
に
適
応
し
、
仕
Ⅲ
に
対
す
る
心
構
え
を

作
り
、
的
確
に
仕
少
乞
果
し
て
い
た
だ
く
た
め

標
記
藍
を
左
記
に
ょ
り
開
催
し
た
。

( '

昭
和
四
十
七
年
度
大
阪
国
際

見
本
市
見
学
会
開
催

当
所
で
は
、
去
る
四
見
二
十
二
日
(
土
)
大
阪

国
際
見
本
市
港
会
場
に
、
十
八
か
国
、
出
品
業

者
約
八
0
0
社
が
参
加
、
新
鋭
開
発
製
品
を
出

品
展
示
さ
れ
国
際
工
釜
術
の
粋
い
を
集
め
ら

れ
た
当
見
本
市
を
見
学
し
た
。

今
回
は
、
深
刻
化
し
て
い
る
産
業
公
害
問
題

に
つ
い
て
「
公
害
防
止
特
別
シ
ョ
ー
」
製
品
お

よ
び
資
材
搬
送
の
機
械
化
、
省
力
化
を
目
指
し

た
「
物
流
機
器
シ
"
1
」
が
特
設
さ
れ
好
評
で

あ
っ
た

又
本
県
よ
り
三
十
乗
者
内
当
所
関
係
業
者

五
社
が
出
品
展
示
さ
れ
て
い
る
奈
良
県
コ
ー
ナ

ー
は
た
い
へ
ん
人
気
が
あ
0
た
。

尚
参
加
者
-
0
三
名
は
、
今
後
企
業
の
経
営

生
産
等
各
面
の
合
理
化
、
近
代
化
対
策
に
必
要

な
数
多
く
の
蛾
・
資
料
・
無
を
得
る
絶
好

の
機
会
と
な
っ
た
。

、

記
帳
継
続
指
導
の
実
施

(

と
き

女
子
二

定
例
税
務
相
談
の
開
催

税
の
問
題
は
、
璽
経
営
老
に
と
っ
て
大
き

な
比
重
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と

か
ら
当
所
で
は
大
阪
国
税
局
税
務
相
談
室
よ
り

担
当
官
を
招
い
て
毎
月
定
期
的
に
相
談
日
を
設

け
相
談
に
応
じ
て
船
り
ま
す
。
四
月
は
十
九
日

五
月
は
十
七
貝
六
月
は
二
十
一
日
に
実
施
致

し
ま
し
た
。
相
談
件
数
は
、
延
十
三
件
で
あ
っ

ナ
尚
こ
の
相
詮
企
業
納
税
の
立
場
に
立
っ
て

の
佃
別
相
談
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
共
船
気
軽

、

四
月
十
七
日
、
十
八
日
、

つ
い
て
審
議
し
た
。

語
和
四
十
七
年
度
中
小
企
業
設
備

匠
代
化
資
金
貸
付
説
明
会
開
催
一

当
所
で
は
、
四
月
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り

当
所
三
階
ホ
ー
ル
於
て
奈
良
県
商
工
課
、
沢
田

主
班
、
塚
本
主
事
、
他
二
名
を
招
き
、
貸
付
実

施
要
領
診
断
申
込
書
の
記
入
方
法
等
に
つ

、し

て
標
器
明
会
を
開
催
し
た
。
尚
、
当
日
出
席

者
は
三
十
一
名
で
あ
っ
た
。

第
七
0
回
常
議
員
会
開
催

日
商
常
議
員
会
に
出
席

四
月
二
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
定
例
常
議
員

会
を
開
催
し
た
。
河
合
副
会
頭
は
じ
め
十
八
氏

が
出
席
、
議
員
異
動
な
ど
報
告
の
あ
と
、
会
議

所
婦
人
会
結
成
の
進
め
方
、
議
員
懇
談
会
の
開

催
、
近
鉄
百
貨
店
分
聖
関
す
宗
項
な
ど
に

日
本
商
工
会
議
所
の
第
百
九
十
六
回
常
議
員

会
は
四
月
二
十
七
日
東
京
商
工
会
議
所
ビ
ル
七

階
国
際
会
議
場
で
、
ま
た
第
百
九
十
七
回
常
議

員
会
は
六
月
十
四
日
東
京
商
工
△
烹
暁
ヒ
ル
三

階
会
議
室
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
、
河
合
副
会
頭
が

出
席
し
た
。
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の
た
め
の
器
指
遵
を
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
五
月
は
十
五
日
1
十
八
日
、
六
日
は
七

日
1
十
日
ま
で
各
四
日
問
実
施
し
た
。
指
導
件

数
は
延
三
十
五
件
で
あ
っ
た
。
尚
こ
の
指
導
は

当
所
渡
辺
記
帳
指
導
員
、
岡
安
記
帳
専
任
職
員

が
担
当
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
小
売
商
業
高

度
化
助
成
金
貸
付
説
明
会
開
催

当
所
で
峡
五
児
九
日
午
後
二
時
よ
り
、
当

所
二
階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
奈
良
県
商
工
課
、
穴

田
玉
を
招
き
、
糖
助
成
金
の
貸
付
実
施
要

領
貸
付
申
諸
書
の
記
入
方
法
等
に
つ
ミ
説

明
会
を
開
催
し
九
、
尚
当
日
出
席
者
は
、
十
七

名
で
あ
っ
九
。

度
青
色
申
告
指
遵
要
領
等
に
つ
き
種
凌
協
議
が

な
さ
れ
た
。
当
所
よ
り
は
中
村
課
長
が
出
席
。

婦
人
会
結
成
打
合
せ
会
開
催

当
嘉
人
会
結
成
に
つ
い
て
の
打
合
会
は
五

月
十
七
日
、
六
月
九
日
、
七
打
五
日
当
所
ホ
ー

ル
で
、
結
成
準
備
世
話
人
が
出
席
し
て
閉
催
今

後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
第
一
回
経

営
指
導
員
連
絡
会
議
に
出
席

奈
良
県
で
は
去
る
五
月
十
二
貝
文
化
会
館

に
お
い
て
標
記
連
絡
会
を
開
催
、
昭
和
四
十
七

年
度
小
規
模
聖
指
遵
方
針
、
特
に
記
帳
継
統

問
題
に
つ
き
種
凌
協
議
が
な
さ
れ
た
。

尚
当
所
よ
り
中
村
堂
が
出
席
し
た
。

工
業
部
会
開
催

鳥
羽
商
工
会
議
所
来
所

五
月
十
九
日
(
金
)
正
午
よ
り
当
所
二
階
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
諾
部
会
を
開
催
し
た
。

当
日
峡
去
る
三
月
に
実
施
し
た
工
場
移
転

等
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
共
に

ゲ
ス
ト
と
し
て
関
西
電
力
鵠
奈
良
支
店
長
、
当

部
会
長
、
島
鄭
夫
氏
が
"
最
近
の
電
力
脊
に

つ
い
て
"
卓
話
を
行
っ
た
。
出
席
者
は
十
名
で

あ
っ
九
。

鳥
羽
商
工
会
議
所
会
員
一
行
四
十
四
名
は
、

五
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
三
十
分
・
日
本
染

織
工
業
鵠
を
視
察
後
、
俳
来
訪
、
勝
井
事
務

局
長
が
、
当
市
の
商
工
業
の
現
況
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

小
企
業
税
務
対
策
連
絡
協
議

会
に
出
席

飴
連
絡
会
需
去
る
五
児
十
六
貝
県
合

同
庁
舎
に
太
い
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年

労
務
管
理
講
習
会
開
催

一

当
所
で
は
、
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
編
と

し
て
、
五
児
二
十
四
日
(
水
)
、
午
前
十
時
よ
り

二
階
ホ
】
ル
に
於
て
、
労
務
管
理
の
考
え
方
と

効
果
的
な
進
め
方
を
テ
ー
マ
に
、
近
畿
大
壽

師
上
田
穣
氏
を
船
招
き
し
て
、
器
嘗
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
労
務
管
理
の
概
念
、
内
容
、
体

系
一
屈
用
管
理
賃
金
管
理
等
に
つ
い
て
、
労

務
管
理
全
般
の
流
れ
と
将
来
の
方
向
性
を
中
心

に
、
種
々
具
体
的
な
実
例
を
あ
げ
説
明
を
さ
れ

ナ
尚
、
参
加
者
は
十
九
名
で
あ
っ
た
。

と
、
各
経
済
団
体
の
新
年
名
刺
交
換
会
一
本
化

に
つ
い
て
審
議
、
今
後
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た

近
商
連
常
任
理
事
会
に
出
席

近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
の
常
任
理
事
会
は

五
月
二
十
四
貝
六
月
二
十
九
日
い
ず
れ
も
大

阪
商
工
会
議
所
会
議
室
で
開
催
和
井
田
専
務

理
誹
が
出
席
し
元
。
当
面
の
重
要
案
件
に
つ
き

審
議
さ
れ
た
。

任
委
貝
会
が
開
か
れ
た
。
議
件
は
買
い
取
り
審

査
会
に
つ
い
て
、
開
催
貝
方
法
、
買
い
取
り

地
区
、
買
い
取
り
メ
ソ
バ
ー
、
審
査
委
員
等
に

関
し
て
具
体
的
な
案
を
出
し
決
議
し
た
。
出
席

者
は
松
岡
会
長
外
、
公
器
任
委
員
、
支
部
長

等
十
一
名
で
あ
っ
た
。
当
所
よ
り
、
中
村
課

長
、
佐
高
主
票
出
席
し
た
。

商
業
小
売
部
会
監
事
会
開
催

一

当
所
で
峡
五
月
二
十
九
貝
午
後
二
時
よ

り
、
二
階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
器
監
麥
を
開

催
し
た
。
当
日
昭
和
四
十
六
年
度
収
支
決
算

に
係
る
、
臼
共
寺
川
両
跡
の
監
査
が
各
副

部
会
長
立
合
い
の
、
と
行
な
わ
れ
、
昭
和
四
十

六
年
度
収
支
決
算
は
認
証
さ
れ
た
。
当
日
出
席

者
峡
上
村
、
岡
本
、
増
與
荒
木
各
副
部
会

長
臼
井
、
寺
川
両
監
事
で
あ
っ
た
。

、

C

第
一
回
議
員
聾
永
会
開
催

第
七
十
一
回
常
議
員
会
開
催

当
所
で
は
去
る
六
打
二
貝
山
陽
新
幹
線
試

乗
と
岡
山
方
面
視
察
を
内
容
と
し
た
糖
視
察

会
を
剛
催
し
た
。

当
日
は
河
合
、
小
山
副
会
頭
、
和
非
田
専
鴉

器
總
貝
三
十
名
の
出
席
の
も
と
に
新
幹
線

の
試
乗
を
な
し
、
倉
敷
商
工
兪
所
で
は
三
沢

専
務
理
水
よ
り
倉
敷
市
商
工
業
の
概
要
、
倉
敷

商
工
会
誹
会
館
に
つ
い
て
種
々
説
明
を
願
い

終
っ
て
大
原
美
術
館
の
見
学
、
水
島
工
業
地
帯

の
視
察
を
な
し
有
意
義
な
懇
鑒
で
あ
っ
た
。

五
万
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
当
所
ホ
ー
ル

で
定
例
常
議
員
会
を
開
催
河
合
、
小
山
両
副

会
頭
以
下
十
六
氏
が
出
席
。
業
務
報
告
の
あ

な
し
た
結
果
今
回
の
需
事
項
は
単
に
会
社

組
織
の
変
更
で
あ
っ
て
問
授
は
な
い
と
の
結

他
達
し
申
請
通
り
承
認
し
て
差
支
え
な
い
旨

会
頭
宛
に
答
申
す
る
と
と
に
な
っ
た
。

経
営
指
導
員
連
絡
会
議
に
出

席

r

奈
良
県
で
は
去
る
五
児
三
十
貝
春
日
野
荘

に
お
い
て
標
記
連
絡
会
を
開
催
昭
和
四
十
七

年
度
小
規
叢
業
費
補
助
金
交
付
申
醇
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

当
所
よ
り
中
村
課
長
が
出
席
し
た
。

第
四
十
一
回
計
算
尺
検
定
試

験
の
施
行

六
月
四
日
冒
)
県
立
奈
良
工
需
等
学
校

正
強
鹿
学
校
の
二
会
場
で
実
施
し
た
。

受
験
者
三
五
名
の
内
二
0
名
が
合
格
し
た

(
合
格
率
一
七
・
四
%
)
又
級
別
で
は
一
級
一
名

三
級
七
名
、
四
級
八
名
、
五
級
三
名
、
六
級
一

名
と
な
0
た
。

観
光
土
産
品
買
い
取
り
審
査

会
開
催

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正
取

引
協
議
会
常
任
委
員
会
開
催

六
月
一
日
(
木
)
午
後
一
時
よ
り
奈
良
商
工

会
議
所
三
階
ホ
ー
ル
に
て
公
正
取
引
協
議
会
常

第
四
回
商
業
活
動
調
整
協
議

△
=
開
催
>
ニ
、
、
、
,

(

階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
標
、
器
事
会
を
開
催
し

ナ
当
日
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
収
支
決
算
及
び

璽
報
告
全
市
中
元
大
売
出
し
、
先
進
地
視

察
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
者
は
、
細
田
部
会
長
、
上
村
、
増
田
、

岡
本
、
荒
木
各
副
部
会
長
、
幹
事
五
名
、
商
店

街
企
画
委
員
三
名
で
し
た
。

当
所
で
は
去
る
六
月
二
貝
豊
崎
会
長
外
十

委
旦
向
阪
大
阪
通
産
局
商
工
部
長
外
二
参
与

出
席
の
も
と
に
標
記
協
議
会
を
開
催
。

今
回
は
近
畿
日
本
鉄
道
鶴
近
鉄
百
貨
店
が
鉄

道
部
門
よ
り
分
誹
鵠
近
鉄
百
貨
店
と
し
て
営
業

す
る
こ
と
に
対
す
る
諮
問
に
つ
き
種
々
協
識
を

昭
和
四
十
七
年
度
共
同
宿
舎
み

あ
と
寮
運
営
協
議
会
理
事
会

総
会
開
催

当
所
が
管
理
、
運
営
し
て
い
る
共
同
宿
舎
み

あ
と
寮
の
昭
和
四
十
七
年
度
理
琳
会
、
総
会
は

去
る
六
打
五
貝
午
前
十
一
時
よ
り
当
所
ホ
ー

ル
に
お
い
て
河
合
協
議
会
々
長
、
和
井
田
専
務

理
稲
十
名
の
出
席
の
も
と
に
開
催
昭
和
四

十
六
年
度
収
支
決
算
報
告
昭
和
四
十
七
年
度

収
支
予
算
案
が
鴛
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

、

<

六
月
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
よ
り
当
所
三

階
ホ
ー
ル
に
て
観
光
土
産
品
買
い
取
り
審
査
会

全
国
専
務
理
事
・
事
務
局
長

会
議
に
出
席

第
二
十
六
回
全
国
商
工
会
議
所
専
務
理
事
、

事
務
局
長
会
議
が
六
月
八
日
京
都
市
で
開
か
れ

和
井
田
専
務
理
事
、
勝
井
霧
局
長
が
出
席
。

中
小
企
業
政
策
に
つ
い
て
中
小
企
業
庁
次
長
の

講
演
の
あ
と
、
地
域
開
発
と
商
工
会
議
所
、
商

工
会
議
所
の
運
営
の
問
題
に
つ
い
て
熱
心
に
研

究
討
議
さ
れ
た
。

奈
良
商
店
街
近
代
化
に
関
す
る

県
・
市
・
会
議
所
打
合
せ
会
開

当
所
で
は
去
る
六
月
十
三
日
器
打
合
せ
会

を
閉
催
今
後
の
近
代
化
の
方
針
等
に
つ
き
種

々
協
議
を
な
し
た
。

尚
、
当
日
は
県
商
工
課
よ
り
小
松
主
幹
、
井
上
、

梅
屋
主
亊

市
観
光
商
工
課
よ
り
滝
川
部
長
、
桐

木
課
長
、
出
口
係
長

当
所
よ
り
和
井
田
専
務
理
小
、
勝
井

霧
局
長
、
中
村
課
長
が
出
席
。

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
開
催

当
所
で
は
、
六
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
ニ

第
三
十
六
回
簿
記
検
定
試
験

の
施
行

六
月
十
一
日
(
旦
県
立
奈
良
商
需
等
学

校
に
お
い
て
実
施
し
た
。

受
験
者
二
三
名
の
内
七
0
名
が
合
格
し

た
。
(
合
格
率
三
三
%
)
但
し
一
級
受
験
岩
二

二
名
分
は
、
現
在
日
商
で
中
央
審
査
が
行
な
わ

れ
て
お
り
合
否
は
未
決
定
で
あ
る
。
二
級
以
下

の
合
格
者
の
内
訳
は
、
二
級
二
七
名
、
三
級

三
一
名
、
四
級
二
互
と
な
0
た
。

商
業
小
売
部
会
中
元
大
売
出

L
、
先
進
地
視
察
合
同
委
員

会
開
催

当
所
で
は
、
六
月
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
、

当
所
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
糖
委
員
会
を
開

催
し
、
種
々
協
議
の
結
果
、
中
元
大
売
出
し
は

女
子
プ
ロ
と
楽
し
く
投
げ
よ
う
ボ
ー
リ
ソ
グ
大

会
先
進
地
視
察
は
九
州
方
面
と
そ
れ
ぞ
れ
、

決
定
し
た
。
尚
、
当
日
は
、
細
田
部
会
長
、
上

村
増
岡
荒
木
各
副
部
会
長
、
他
委
員
五
名
が

出
席
し
た
。

Cj
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が
開
催
さ
れ
た
。
審
査
に
先
立
ち
午
前
九
時
よ

り
各
地
区
別
に
買
い
取
り
を
行
い
正
午
よ
り
午

後
一
時
の
開
に
士
産
物
品
搬
入
の
後
審
査
に
入

る
。
ま
ず
各
審
査
員
が
一
品
づ
つ
審
査
し
集
計

の
後
、
人
議
署
査
に
入
り
合
桜
、
条
件
村
合
楕

不
合
惰
の
判
定
を
す
る
。
最
終
給
呆
は
出
品
展

数
九
十
点
、
合
惰
五
十
二
点
、
条
件
付
合
格
二

十
九
点
不
合
格
九
点
で
あ
っ
九
、
出
席
者
は
松

岡
会
長
外
、
公
取
委
員
、
生
活
モ
ニ
タ
ー
、
学

識
翻
者
竺
十
三
名
、
俳
よ
り
中
村
課

長
、
焦
向
乍
ゞ
、
仲
町
主
小
が
出
席
し
た

結
誰
の
金
融
制
度
等
の
中
小
企
業
対
策
に
つ

い
て
、
工
芸
部
会
に
対
す
る
音
誘
か
低
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
今
後
県
の
中
小
企
業
対
策
鴛

委
員
会
に
、
工
芸
部
会
の
代
表
を
参
加
出
来
る

よ
う
県
に
要
望
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

尚
、
当
日
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
奈
良
県
よ
り

商
工
課
中
井
器
補
佐
を
お
招
き
し
て
本
年
度

中
小
亀
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。
出

席
者
は
八
名
で
あ
っ
た
。

奈
良
商
店
共
済
会
誕
生
会
開

イ

《

奈
良
商
店
共
済
会
で
は
、
六
児
十
六
日
(
金
)

午
後
二
時
よ
り
当
所
ホ
】
ル
に
於
て
、
四
河
1

六
打
生
れ
の
而
店
従
業
員
七
名
を
対
象
綻
生

会
を
傑
、
細
田
会
長
を
囲
ん
で
和
や
か
に
歓

談
し
、
た
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

尚
、
当
所
よ
り
は
岡
安
主
票
出
席
し
た
。

繊
維
工
業
・
工
芸
合
同
部
会

鋼
崔
属
イ

俳
で
は
六
刃
十
九
日
(
月
)
午
後
.
一
時
よ
り

当
所
二
階
小
ー
ル
に
お
い
て
器
部
会
を
開
催

し
ナ当

日
は
、
去
る
三
打
実
施
し
た
工
場
移
転
等

の
聖
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
共
に
、

本
年
度
出
諧
つ
い
て
種
々
協
議
さ
れ
、
そ
の

「
職
務
分
析
と
職
務
評
価
の

方
法
」
講
習
会
開
催

当
所
で
は
労
務
管
理
誌
座
実
務
編
と
し
て

人
群
釜
の
も
つ
機
能
遂
行
に
と
っ
て
、
不
可

欠
の
要
素
で
あ
る
職
薪
分
析
・
需
に
つ
い
て

の
儲
誰
習
会
を
去
る
六
児
二
十
一
日
(
水
)
、

午
後
一
時
よ
り
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
奈
良

県
立
短
期
大
学
教
扱
橋
爪
勝
汰
氏
寵
師
に

開
催
し
た
。
需
老
は
十
五
名
で
終
始
恕
に

聴
講
し
た
。

中
尾
、
平
治
氏

古
本
義
一
氏

太
田
恭
治
氏

古
田
豊
次
郎
氏

稲
田
茂
文
氏

橋
本
政
治
郎
氏

寺
畑
政
親
氏

佐
藤
定
造
氏

向
井
由
正
氏

中
室
治
氏

信
田
勝
久
氏

島
岡
隆
氏

い
て
で
あ
り
、
当
所
よ
り
大
井
指
遵
員
が
川
席

し
ナ

〒
'

第
七
十
二
回
常
議
員
会
開
催

六
打
二
十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
張

ビ
ル
ハ
階
ホ
ー
ル
で
開
催
、
河
合
副
会
頭
は
じ

め
十
四
氏
か
出
席
。
昭
和
四
十
六
年
宗
業
報

告
並
び
に
収
支
決
銃
を
原
案
通
り
承
認
の
あ

と
、
俳
議
員
定
数
の
増
員
、
罵
一
部
変
更

(
決
算
零
開
催
河
の
男
尓
、
特
定
商
工
業
者

の
範
囲
変
更
、
特
定
商
工
誇
負
担
金
の
変
更
)

等
に
つ
い
弄
議
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可

決
。

働
く
若
人
の
祭
典
実
行
委
員

会
幹
事
会
に
出
席

六
月
二
十
一
日
(
水
)
、
午
後
二
時
よ
り
県
商

工
壁
催
で
、
共
済
会
館
「
や
ま
と
」
に
船
い

て
、
県
下
条
典
実
行
委
員
会
幹
小
十
五
名
参
加

の
、
と
に
、
標
露
事
会
が
W
さ
れ
た
。
議

件
は
弌
七
月
九
日
開
催
の
祭
典
参
加
者
人

数
の
中
問
報
告
、
ニ
、
ポ
ス
タ
ー
配
布
等
に
つ

よ
り
尾
田
部
会
発
二
十
名
の
出
席
の
も
と
に

標
需
会
を
開
催
当
日
経
師
に
奈
良
県
住

宅
課
火
山
主
幹
を
お
招
き
し
て
住
宅
専
お
現

状
と
将
来
の
展
望
と
題
し
て
罷
淡
を
聞
き
出

席
者
一
同
今
後
の
那
業
経
営
の
上
に
大
い
塗

券
と
す
る
水
が
で
き
た
。

実
施
場
所
相
談
件
数

(
月
)
北
京
終
天
神
社
-
0
件

(
火
)
大
宮
町
奈
良
珠
算
学
校

三
ヰ

(
水
)
富
雄
下
川
会
館
三
件

(
木
)
大
安
寺
町

奈
良
市
大
安
寺
支
所
八
件

第
七
十
五
回
珠
算
検
定
試
験

の
施
行

六
刀
二
十
五
日
(
日
)
奈
良
県
立
短
期
李

に
お
い
て
器
検
定
試
験
を
実
施
し
た
。

受
験
岩
三
九
二
名
の
内
ご
天
名
が
合
格
し

た
。
(
合
格
墜
二
・
一
%
)
又
級
別
で
は
一

級
六
名
、
二
級
七
名
、
三
級
五
九
名
、
四
級
一

五
名
、
五
級
二
二
名
、
六
級
一
七
名
と
な
っ

た
。

本
県
チ
ー
ム
が
全
国
第
三
位
々

U
第
鉛
回
国
民
珠
算
競
技
大
会
1

第
一
回
小
規
模
事
業
対
策
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席

日
本
商
工
会
辧
、
近
畿
商
工
会
需
連
合

会
の
主
催
に
ょ
る
儲
会
議
は
去
る
六
打
二
十

九
日
、
大
阪
商
工
会
議
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ

当
日
は
中
小
余
庁
、
大
阪
器
局
よ
り
担
当

官
も
出
席
さ
れ
昭
和
四
十
七
年
度
小
規
模
張
<

指
導
の
忠
施
策
、
今
後
の
指
導
方
針
等
に
つ

き
活
発
な
一
覚
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。

尚
、
当
所
よ
り
和
井
田
専
務
理
小
、
中
村
指

導
登
が
出
席
し
た
。

、

第
部
回
国
民
珠
算
競
技
大
会
中
央
大
会
の

謡
礁
対
抗
謬
で
奈
良
県
商
工
念
所

連
合
会
チ
ー
ム
(
野
沢
芳
子
、
森
田
理
子
、

芳
岡
良
子
さ
ん
の
三
名
)
は
第
莅
に
入
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
五
お
二
十
八
日
、
棗
の
実
践

CC

建
設
部
会
開
催

、
.
ヨ
、

J
、
よ

当
所
で
は
去
る
六
月
二
十
六
貝
午
後
一
時

戸

毛
一

第
一
回
商
業
小
売
部
会
繊
維

分
科
会
開
催

当
所
で
は
、
七
月
六
日
、
午
後
二
時
よ
り
、

当
所
二
階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
細
田
商
業
売
部

会
長
、
荒
木
副
部
会
長
、
緻
維
関
係
部
会
員
十

三
名
の
出
席
の
も
と
、
大
き
く
変
化
す
る
商
業

環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
関
連
業
種
に
ょ
る
問

題
等
を
研
究
、
検
討
す
る
目
的
で
分
科
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
き
協
繋
な
さ
れ
た
。
当
日

は
協
譜
先
立
ち
、
中
小
企
業
診
断
士
、
牧
野

嘉
明
氏
よ
り
「
衣
料
品
関
連
希
の
現
状
と
今

後
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
倫
栗
あ

り
一
同
、
興
味
深
く
無
し
今
後
の
経
営
上
大

い
に
参
考
と
な
っ
た
。
尚
協
秀
結
果
は
次
の

通
り
で
あ
っ
た
。

分
科
会
の
設
置
は
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
設

置
す
る
き
決
定
、
ま
た
名
称
は
商
業
小
売
部

会
纖
維
分
科
会
と
し
役
員
を
次
の
通
り
選
任
し

ナ

J

倫
淀
屋

、
゛

閥
ゆ
り
や

太
田
羅
紗
店

ガガ
鵠
布
屋
商
店

奈
良
市
洋
服

ガ

商
組
合

委
員
鵠
橋
本
商
店

マ
リ
モ
姦
六
店

ガ

佐
藤
服
地
鵠

ガ

ム
カ
イ
洋
装
店

ガ

中
室
洋
服
店

ガ

し
の
だ

ガガ
島
岡
商
店

」
"

七
剣
五
日

七
河
六
日

一
一
ノ

七
門
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
当
所
二
階
ホ
ー

ル
に
て
、
奈
良
市
内
に
お
け
る
大
型
店
間
倫

報
交
換
と
連
暇
を
図
る
と
と
も
に
、
当
市
一
般

小
売
叢
右
と
の
共
存
共
栄
等
の
諸
問
題
を
協
議

す
る
場
と
し
て
糖
打
合
せ
会
を
開
催
当
日

は
帰
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
、
ジ
ャ
ス
「
一
婦
奈
良

店
、
帥
奈
良
フ
フ
ミ
リ
ー
、
佛
一
一
チ
イ
奈
良
店

よ
り
各
窒
、
当
所
よ
り
和
井
田
専
務
僻
、

勝
非
班
務
局
長
、
中
村
指
導
課
長
、
岡
安
主
事

が
出
席
し
、
今
後
の
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
話

し
合
0
た
。

〒

J

ノ
"

一
一

J
'

ー
.
'
.
i
 
l
 
'
考
一
、
ノ
,

豊
一
排
互
1

、
.
」
,
;
ぎ
.
●
、
、
、
,
●
号

奈
良
市
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
推

進
大
△
=
」
に
参
加

奈
良
市
で
は
去
る
七
月
二
日
(
日
)
鴻
池
の

奈
良
市
体
育
会
館
に
於
い
て
標
記
推
進
大
会
を

盛
大
に
挙
行
、
当
所
か
ら
は
和
井
田
専
務
器

勝
井
耶
務
局
長
ら
が
出
席
し
九
。

尚
当
日
二
聖
は
じ
め
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
、
ソ

"
ソ
が
あ
り
当
所
中
村
指
導
堂
、
吉
田
指
遵

員
が
出
演
し
た
。

*

'
゛
一
)
'
ヂ
立

ナ
'
之
●
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.
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゛
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ー
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サ
、
*
ー
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一
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゛

J
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J
ぞ
 
J
 
'
、
七
ノ
リ
〒

商
誓
校
で
、
全
国
四
十
六
都
道
府
県
か
ら

参
加
し
た
一
般
の
部
一
五
六
名
、
学
校
の
部

一
八
二
名
、
合
計
三
三
八
名
の
代
表
選
手
に

よ
り
、
各
種
競
技
が
行
な
わ
れ
、
本
県
か
ら

は
四
月
二
三
日
大
和
高
田
商
工
会
議
所
ホ
ー

ル
で
実
施
し
た
県
予
選
で
選
ぱ
れ
た
四
名
が

出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
道
府
県

対
抗
競
技
で
本
県
チ
ー
ム
が
三
位
、
ま
た

種
目
別
競
技
の
応
用
計
算
競
技
で
野
沢
芳

子
さ
ん
(
新
日
本
製
鉄
堺
工
場
勤
務
、
奈

良
市
般
ミ
町
)
が
三
位
に
そ
れ
ぞ
れ
入

賞
し
た
、
の
で
、
競
技
結
采
確
認
の
う
え

日
本
商
工
会
議
所
か
ら
こ
の
ほ
ど
県
商
工

会
議
所
連
合
会
(
奈
良
商
工
会
議
所
内
)

へ
成
績
を
正
式
に
通
知
し
て
き
ま
し
た
。

都
道
・
傑
対
抗
競
技
で
の
三
位
入
賞

本
県
に
と
っ
て
は
こ
の
大
会
に
参
加

、
は以

来
初
め
て
の
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
こ
の
鄭
を
た
た
え
る

と
と
も
に
今
後
の
誓
振
興
の
一
助
と
す

る
た
め
去
る
七
打
四
貝
午
後
二
時
三
十

分
よ
り
奈
良
商
工
会
議
所
に
於
て
当
淫

会
長
に
ょ
る
表
彰
式
を
挙
行
致
し
ま
し

た
。
令
ナ
穫
表
彰
式
)

r
 
、

ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
打
合
会
開
催

J
゛

1
'
「
、

J

4

゛

'
'

ヤ

斗
.
、
と
是
'
ι
,
」
'
゛
、
ノ

一
゛
、
X
 
E
゛
、

夏
期
巡
回
出
張
経
営
相
談
実

一

六
、

当
所
及
び
奈
良
市
で
は
青
色
申
告
の
た
め
の

帳
癖
の
つ
け
方
、
夏
期
運
転
資
金
の
上
手
な
借

り
方
等
を
指
導
す
る
た
め
の
糖
相
談
を
去
る

七
月
三
日
(
月
)
よ
り
四
日
間
左
記
の
通
り
実

施
し
好
評
を
得
た
。

己言訂

日
時

七
月
三
日

七
児
四
日

、
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一

、

山
陽
新
幹
線
は
,
ひ
か
り
は
西
へ
"
で
は
じ
ま
っ
た

か
、
最
近
の
日
本
人
の
移
動
。
ハ
タ
ー
ン
は
,
レ
ジ
十

゛
、
、は

南
"
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
新
幹
線
の
開
通

に
ょ
っ
て
九
州
や
四
国
の
南
国
が
急
に
都
市
圏
の
レ
ジ

ヤ
ー
ゾ
ー
ソ
に
入
っ
て
き
た
か
ら
だ
0

さ
ら
に
週
休
二
日
の
<
業
か
ふ
ぇ
、
飢
圏
が
拡
が

り
、
沖
縄
の
返
還
が
実
現
さ
れ
る
と
レ
ジ
ャ
ー
は
さ
ら

に
南
を
指
向
し
、
レ
ジ
ャ
ー
指
向
が
一
剛
洋
性
を
船
び
て

き
た
。
ハ
ワ
イ
や
グ
ァ
ム
で
た
だ
^
ぐ
だ
け
で
な
く
、

マ
ン
シ
"
ン
や
分
霊
ま
で
売
り
出
さ
れ
る
の
は
そ
ん

な
傾
向
の
一
つ
だ
と
い
ぇ
る
。

か
つ
て
あ
ち
こ
ち
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
家
族
そ
ろ

つ
て
出
か
け
た
,
遊
園
地
型
レ
ジ
ャ
ー
"
は
環
境
汚
染

や
人
間
性
回
復
の
な
か
で
,
古
都
発
見
型
"
に
移
行

し
、
新
幹
線
の
鞭
役
や
新
空
路
の
開
設
に
ょ
っ
て

,
南
洋
型
"
妄
ろ
う
と
し
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
指
向
を
南
へ
南
へ
引
っ
.
は
る
も
の
、
南
に

行
か
な
け
れ
ぱ
デ
ッ
カ
イ
レ
ジ
ャ
ー
を
意
味
し
な
い
も

の
ー
ー
そ
れ
は
南
洋
の
も
つ
ぁ
の
解
放
感
だ
。
南
洋
の

も
つ
気
{
女
さ
、
気
楽
さ
は
都
市
的
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
緊
張

の
た
か
ま
る
な
か
で
都
市
人
問
の
心
を
と
ら
え
て
は
な

ヤ

+
J

゛

'予
き
り

ト
〔

ヨ

乢
弄

ト

J
-"

、
玉

5

、

゛
マ

昂

一

1

1
-

f
、

'
.

、

゛雫
イ゛

子
二
三
五
一
工

工
玉
為
釜

、
:
一

村
型
海
洋
博
を

J

」
旺
゛
、
 
J

」
旺
゛
、
 
J

オ

1

さ
よ
、
 
0

社
会
生
活
の
一
局
密
度
化
の
な
か
で
人
々
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
生
活
圏
は
ど
ぅ
や
ら
都
市
的
発
展
で
な
く
、
村
落

的
充
実
ら
し
い
。

大
都
市
に
歩
行
者
天
国
や
広
場
、
条
め
ら
れ
、
団
地

に
新
し
い
祭
が
つ
く
ら
れ
る
の
は
素
朴
な
村
落
性
へ
の

無
土
鹸
の
希
求
で
、
あ
る
。

一
九
七
0
年
、
大
阪
で
の
日
本
万
国
博
は
未
来
都
市

の
実
験
舞
台
と
し
て
試
み
ら
れ
て
成
功
し
た
が
、
一
九

七
五
年
の
沖
縄
海
洋
博
は
都
市
型
で
な
く
、
村
型
の
博

琴
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

会
場
の
本
部
半
島
は
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
人
な
ら
誰
で

、
ジ
ユ
ー
ス
に
し
て
飲
む
バ
ソ
シ
ル
の
一
育
つ
と
こ
ろ
だ

し
、
浦
崎
穫
本
士
で
は
見
る
と
と
の
で
き
な
い
透
き

と
お
る
サ
ソ
風
の
海
だ
。
こ
の
亜
熱
帯
の
大
自
然
を

ま
た
、
海
洋
博
建
壁
破
壊
す
る
の
か
?
と
懸
念
す
る

人
も
い
る
が
、
海
洋
博
は
や
た
ら
建
物
を
建
て
る
こ
と

で
は
な
く
、
こ
の
美
し
い
海
こ
そ
博
笈
の
最
火
の
出

品
物
で
あ
り
、
地
上
に
ぺ
ン
キ
塗
り
の
お
も
ち
ゃ
箱
を

ひ
っ
く
り
か
え
す
こ
と
が
海
洋
博
で
は
な
い
。

地
上
部
門
、
建
造
物
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
、
村
落

沖
繩
国
際
海
洋
博
へ
の
夢

真

1

1
●

1
●

1

の
冑
発
延
長
空
間
と
し
て
そ
の
村
落
性
を
よ
り
実
証

さ
せ
る
、
の
で
あ
り
た
い
。

瀬
底
島
も
民
族
公
園
と
し
て
第
二
会
を
想
定
す
れ

ぱ
、
小
浜
か
ら
瀬
底
島
ま
で
サ
ソ
ゴ
礁
の
海
の
上
を
す

れ
す
れ
で
動
く
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぎ
、
瀬
底
島
と
大
小

堀
の
間
に
橋
を
か
け
た
ア
プ
"
】
チ
を
祭
す
れ
ぱ
、

海
上
、
島
、
橋
、
海
斧
と
海
上
空
間
の
あ
ら
ゆ
る
景
観

を
こ
の
余
暇
大
地
に
も
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。

村
温
覧
会
だ
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ

の
大
量
輪
送
で
人
々
を
走
り
ま
わ
ら
せ
る
よ
り
、
チ

、ン
チ
ン
張
や
い
か
だ
や
ー
ト
を
走
ら
せ
、
海
上
公

園
や
海
中
牧
場
、
民
族
ハ
ム
園
・
・
・
・
・
・
の
そ
の
ど
こ
に
い
て

性
を
強
調
し
、
南
洋
性
風
士
に
解
放
感
を
求
め
る
現
代

人
の
指
向
に
こ
た
え
る
べ
き
で
あ
る
。
鴛
と
い
え
ぱ

い
ま
ま
で
開
発
だ
け
を
し
之
操
せ
ず
、
お
ま
け
に
即

自
然
破
壊
に
し
か
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
開
発

の
、
つ
デ
メ
リ
ッ
ト
を
怖
れ
、
い
左
9
ら
に
保
護
的
手

段
し
か
く
り
か
え
せ
な
い
で
い
る
の
も
ま
た
現
代
日
本

の
救
い
が
た
い
悲
劇
の
一
つ
で
あ
る
。
過
保
滂
子
供

は
病
弱
な
よ
う
に
、
保
護
だ
け
さ
れ
る
自
然
は
ま
た
向

ら
消
減
し
て
し
ま
う
の
だ
0

環
境
は
た
だ
開
発
だ
け
す
べ
き
、
の
で
も
な
け
れ

ば
、
た
だ
保
護
だ
け
す
べ
き
、
の
で
も
な
い
。
礎
は

創
造
す
べ
き
だ
。
会
場
に
は
こ
け
お
ど
し
の
器
建
築

を
建
て
る
の
で
な
く
、
シ
ユ
ロ
や
梛
子
、
ソ
テ
ツ
や

イ
ビ
ス
カ
ス
を
植
え
、
自
然
と
そ
建
造
す
べ
き
だ
。

ビ
リ
オ
ソ
は
巨
大
な
貝
や
ひ
と
で
で
あ
っ
て
い
い

0
、ノ

の
だ
し
、
亜
熱
帯
の
村
落
に
ふ
さ
わ
し
く
昼
寝
の
森

や
、
海
祭
り
の
浜
や
大
漁
祈
願
の
杜
が
ほ
し
い
。

つ
ま
り
そ
こ
は
、
つ
く
ら
れ
た
囲
い
、
の
の
南
洋
型

ラ
ソ
ド
で
な
く
、
森
羅
万
象
ま
で
ふ
く
め
た
南
洋
性
余

暇
大
地
な
の
だ
。

本
単
島
の
備
瀬
や
小
浜
と
い
う
集
落
は
、
海
洋

鍋

ー
ー

専1

゛
,
、
,
^
,
、
一

、
●
メ
一
ゞ
L
 
-

大
阪
万
博
で
は
夜
九
時
で
入
場
者
を
外
に
出
し
た

か
、
こ
こ
で
は
二
十
四
時
間
海
洋
博
が
営
ま
れ
、
眠
る

゛
、
、の

も
自
由
で
あ
れ
ぱ
起
き
る
の
、
自
由
な
海
辺
世
界
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

生
活
空
問
が
そ
の
ま
ま
海
洋
博
で
あ
る
以
上
、
水
、

い
れ
ぱ
、
電
気
、
、
食
料
、
い
る
。
海
上
で
飲
む
水
は

海
水
の
淡
水
化
、
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
魚
は
海
洋
牧
場

か
ら
と
れ
た
も
の
、
そ
し
て
見
物
の
人
が
ど
れ
だ
け
海

に
集
っ
て
も
海
を
汚
さ
ぬ
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
す
れ
ぱ
、

海
を
中
心
に
し
た
環
樺
全
へ
の
具
体
化
を
出
品
す
る

こ
と
が
で
き
る
0

わ
れ
わ
れ
は
,
水
惑
星
"
に
住
み
な
が
ら
、
あ
ま
り

に
も
海
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
。
そ
し
て
海
を
ふ
く
め

た
自
然
そ
の
も
の
に
は
も
っ
と
無
知
で
あ
る
。

い
ま
、
た
だ
言
葉
だ
け
で
海
を
語
り
、
頭
だ
け
で
宿

然
を
考
え
る
の
を
や
め
て
、
真
の
理
解
を
、
た
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
海
洋
博
で
あ
り
ハ
い
ま
こ

そ
必
要
な
イ
ヴ
エ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

(
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
沖
縄
国
際
海
洋
博
テ
ー
ニ
会
員
)

一
}
1
筆
者
略
歴
,
,
ー
,
,
,
'
}
'
,
,
,
,
,
,
ー
ー
,
,
,
,
,
,
,
ー
ー
,

一
九
三
三
年
愛
媛
生
ま
れ
。
多
摩
希
大
学
油
絵
科

卒
。
東
京
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
。
日
本
S

F
作
家
ク
ラ
ブ
会
旦
「
超
発
明
」
璽
峽
社
)
「
真
鍋
博

の
複
眼
人
黒
」
(
実
業
之
日
本
社
)
「
ひ
と
り
旅
教
育
」

(
文
芸
春
秋
)
「
ぼ
く
の
家
庭
革
命
」
(
同
)
な
ど
の
薯
書

が
あ
る
。

現
住
所
・
東
京
都
新
宿
区
大
京
町
二
六
富
士
コ
ー
プ
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ー
,
、
ー

广

も
の
ど
か
で
、
船
お
ら
か
で
、
人
間
性
の
解
放
さ
れ
た

空
間
を
つ
く
る
と
と
、
そ
れ
が
海
洋
博
の
も
つ
最
大
の

意
味
だ
。
だ
か
ら
移
動
は
す
べ
て
時
速
二
t
三
0
キ
ロ

に
お
さ
え
、
都
市
生
活
の
な
か
で
く
り
か
え
さ
れ
る
一

0
0
キ
ロ
の
車
移
動
、
二
五
0
キ
ロ
の
新
幹
線
、
一
、

0
0
0
キ
ロ
の
ジ
手
卜
機
移
動
で
失
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
:
:
:
つ
ま
り
移
動
し
な
が
ら
人
に
話
し
か
け
ら

れ
、
ふ
り
か
え
り
、
と
ま
り
た
い
と
き
と
ま
れ
る
:
・

人
間
速
度
の
文
明
を
、
ち
た
い
と
思
う
。

海
の
万
国
博
だ
か
ら
、
政
府
館
は
海
上
に
つ
く
ら
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
0

海
は
外
に
向
っ
て
開
か
れ
た
出
口
入
口
で
あ
り
、
海

の
政
府
館
へ
は
い
か
な
る
乗
物
で
で
も
自
由
に
槌
つ
け

で
き
る
、
の
で
あ
り
た
い
。

海
洋
博
は
海
の
国
際
博
覧
会
な
の
だ
か
ら
、
本
部
を

海
洋
博
の
七
ン
タ
ー
と
考
え
、
世
界
の
七
つ
の
海
に
衛

星
博
覧
会
場
を
つ
く
る
べ
く
青
年
の
船
が
こ
と
か
ら
船

出
し
て
海
は
一
つ
ー
ー
そ
し
て
世
界
は
海
で
つ
な
が

り
、
表
面
積
の
三
分
の
二
を
海
で
船
お
わ
れ
た
,
水
惑

星
"
愚
味
を
あ
ら
た
め
工
俄
す
る
も
の
で
、
あ
っ

て
ほ
し
い
。

入
場
者
は
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
れ
ぱ
そ
こ
で
水
着
に
着
替

え
、
泳
ご
う
が
、
ヨ
ッ
ト
に
乗
ろ
う
が
、
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
に
乗
ろ
う
が
、
。
ハ
ビ
リ
オ
ン
に
入
ろ
う
が
、
寝
こ
ろ

が
ろ
う
が
・
・
・
・
・
・
全
く
自
由
な
会
塗
間
を
考
え
る
べ
き

、
こ
 
0

つ
ま
り
管
理
型
都
市
で
は
な
く
、
自
由
村
落
で
あ

る
0

.
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一
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宝
石
類
も
大
都
市
集
中
1

妬
年
中
の
物
品
税
課
税
状
況

秀
類
の
う
ち
、
売
上
額
か
ら
み
て
一
番
よ
く
売
れ
て
い

る
の
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
で
す
。
近
畿
二
府
四
県
の
昭
和
四

十
六
年
中
の
釜
石
類
の
物
品
税
霧
状
況
か
ら
み
る
と
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
発
上
は
、
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
ょ
り
ま
す
と
、
宝
石
類
の
税
額
は
、
五
四
億

七
、
三
九
六
万
円
で
昭
和
四
十
五
年
と
く
ら
べ
て
七
億
八
、

ハ
ニ
九
万
円
(
十
七
%
)
の
増
加
と
な
り
、
全
国
の
伸
び
率

十
六
%
よ
り
や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
府
県
別
、
大
都
市
別
で
は
、
大
阪
京
都
、
神
戸

の
三
市
で
全
体
の
八
十
二
%
強
を
占
め
、
大
阪
府
下
で
全
体

の
五
十
八
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

評
価
方
法
の
変
更
に
は

届
け
出
が
必
要

た
な
卸
資
産
の
評
価
を
ど
の
方
法
で
行
な
う
か
は
原
価
法

ま
た
は
低
価
法
の
う
ち
で
、
資
産
の
種
ぎ
と
に
事
業
主
が

選
定
し
て
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
年
は
こ
の
方
法
が
有
利
だ
か
ら
い
と
っ

て
か
っ
て
に
評
価
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
書
い
た
「
た
な

卸
資
産
の
評
価
方
法
の
変
更
届
出
書
」
を
税
務
署
長
に
提
出

し
て
、
承
撃
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

度
の
も
の
で
す
が
、
中
に
は
二
、
八
0
0
万
円
の
ダ
イ
ヤ
の

指
輸
や
二
、
二
0
0
万
円
の
タ
イ
ヤ
の
指
輪
な
ど
、
タ
メ
息

の
出
そ
う
な
高
価
な
も
の
、
売
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
所
得
の
上
昇
や
貨
幣
価
値
の
低
下
な
ど
に
支

え
ら
れ
て
、
 
O
L
や
家
庭
の
主
婦
に
至
る
ま
で
購
買
層
が
広

が
り
、
加
え
て
昨
今
の
結
婚
ブ
ー
ム
に
ょ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ

ソ
グ
の
張
の
増
加
が
、
売
れ
行
き
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

よ
う
で
す
。

購
買
層
の
拡
大
に
加
え

結
婚
ブ
ー
ム
が
拍
車

品
^
別
で
は
、
や
は
り
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
の
^
^
^
^
が
ト

ツ
プ
、
次
い
で
エ
メ
ラ
ル
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ヤ
な
ど
の
色
石
が

統
き
真
磯
品
は
全
体
の
七
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
ょ
く
甕
る
値
段
は
、
五
万
円
か
ら
二
0
万
円
程

る
こ
と
も
あ
っ
て
こ
の
と
こ
ろ
海
外
旅
行
は
国
内
各
地
で
爆

発
的
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

一
生
の
思
い
出
に
と
新
婚
旅
行
に
海
外
へ
出
か
け
、
家
族

や
友
人
へ
の
お
士
産
に
外
国
も
の
を
か
か
え
て
の
帰
国
風
景

は
、
各
空
港
で
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
外
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ

ソ
デ
ー
や
香
水
な
ど
は
、
空
港
の
税
関
で
手
統
き
を
し
て
酒

税
や
物
品
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
程
度
主
で
は
税
金
を
か
け
な
い
と
い
う
基

準
が
あ
り
主
す
か
ら
、
知
っ
て
お
く
と
な
に
か
と
便
利
で

す
。
特
に
知
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
商

売
の
た
め
に
輸
入
さ
れ
た
洋
酒
(
ウ
ィ
ス
キ
ー
や
ブ
ラ
ソ
デ

ー
な
ど
)
に
は
、
納
税
済
の
器
が
は
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ

小

宝
石
類

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
宝
石
類
な
ど
の
ぜ
い
た
く
品
や
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
、
乗
用
車
な
ど
娯
楽
性
、
便
益
性
な
ど
里
局
い

品
物
に
は
、
物
品
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
率
は
、
宝
石
類
(
タ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ル
ビ
】
、
サ
フ
ァ

イ
ヤ
、
真
珠
な
ど
)
の
場
合
、
尖
価
格
の
二
十
%
で
す
。

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
品
物
の
小
売
価
格
に
含
め
て
販
売
さ
れ
、

宝
石
頬
を
買
っ
た
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
十
%
の
物
品
税

《
社
員
旅
行
と
税
金
》

海
外
旅
行
の買物

と
税
金

最
近
の
会
社
で
は
、
社
員
旅
行
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
、
ソ
ヨ

ソ
は
、
欠
か
せ
な
い
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特

に
若
い
人
々
を
か
か
え
た
会
社
は
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

と
こ
ろ
が
、
お
酒
は
飲
め
な
い
か
ら
あ
る
い
は
さ
わ
ぐ
こ

と
が
好
き
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
社
員
旅
行
に
行
か
な
い
か

わ
り
に
そ
の
分
だ
け
お
金
で
も
ら
い
た
い
七
百
う
人
が
あ
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
場
合
に
税
金
と
の
関
係
は
ど
ぅ
な
る
で
し
ょ

う
か
、
ち
ょ
つ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

'

な
に
も
か
も
珍
し
い
風
景
や
風
俗
。
月
賦
で
気
軽
に
行
け

<
L

準基

C

税

戸

で国外
)

の
の

個
も

ー
の、下

し
以

尤
円

た
万3

で
が

ま
価

個
買
2
の

免

の
証
紙
の

は
っ
て
な

い
も
の
を

死
っ
た
り

買
っ
た
り

す
る
こ
と

お
よ
び
所

持
す
る
こ

と
は
法
律

璽
じ
ら

れ
て
い
ま

す
か
ら
ご

注
意
く
だ

さ
い
。

こ
ん
な
場
合
は
課
税

も
し
、
こ
の
人
た
ち
の
言
う
よ
う
に
参
加
し
な
か
っ
た
人

に
現
金
で
そ
の
費
用
を
支
払
っ
た
と
し
ま
す
と
、
参
加
し
な

か
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し
た
人
全
員
に
対
し
て
、
、

給
与
の
支
払
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
直
や
宿
直
な
ど
勤
務
先
の
都
合
で
社
員
旅
行
に

参
加
し
な
か
っ
た
人
に
、
費
用
の
相
当
額
を
支
払
っ
た
場
合

に
は
そ
の
人
に
だ
け
給
与
を
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
金
を
左
右
す
る
ー

ー
た
な
卸
資
産
の
評
価

酒

ど
の
企
業
で
も
決
算
期
末
に
、
商
品
や
材
料
な
ど
の
在
庫

調
べ
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
傘
が
一
営
業
年
度
中
に

あ
げ
た
利
益
を
正
確
に
計
算
す
る
た
め
の
「
九
な
卸
」
と
い

う
決
算
手
統
で
す
。

脱
税
の
手
口
の
中
に
は
、
こ
の
た
な
卸
の
際
に
、
実
際
の

在
庫
よ
り
少
な
く
し
た
り
、
価
格
を
少
な
く
見
枯
っ
た
り
し

て
帳
縛
上
の
利
益
を
過
少
に
計
上
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
利
益
の
調
整
峡
も
ち
ろ
ん
脱
税
と
し
て
厳
し
い
調

査
を
う
け
、
結
果
は
、
重
加
算
税
な
ど
の
余
分
な
税
金
を
納

め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
法
で
は
、
各
<
業
か
勝
手
に
価
格
を
決
め

て
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
た
な
卸
資
産

の
評
価
方
法
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
か
を
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

洋

(

計

楽
し
い
旅
行
を

い
ず
れ
に
し
て
も
社
員
の
親
睦
、
労
埋
欲
の
向
上
、
し

い
て
は
企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
社
員
旅
行
は
、
そ
の
意
義

を
よ
く
理
解
し
て
全
員
が
参
加
で
き
る
楽
し
い
も
の
に
し
た

い
も
の
で
す
。

香

のそ

の
と
し
て
評
価
す
る
方
法
で
す
。

0
後
入
先
出
法
・
先
入
先
出
法
の
逆
で
、
期
末
に
残
っ
て
V

る
の
は
、
仕
入
の
古
い
も
の
と
し
て
、
評
価
す
る
方
法
。

0
最
終
仕
入
原
価
法
1
た
な
卸
資
産
の
語
ご
と
に
期
末
に

妓
も
近
い
日
の
仕
入
価
額
で
評
価
す
る
方
法
。

低
価
法
1
原
価
法
の
う
ち
、
か
ね
て
選
ん
だ
一
方
法
に
ょ

0

る
評
価
額
と
期
末
の
仕
入
時
価
に
ょ
り
評
価
し
た
額

と
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
低
い
方
の
価
額
で
評
価
す
る
方

法
。

こ
れ
ら
の
評
価
方
法
の
特
徴
か
ら
み
る
と
、
先
入
先
出
法

は
デ
フ
レ
の
時
に
有
利
に
な
り
、
最
近
の
よ
う
な
物
価
の
上

昇
す
る
時
に
は
、
後
入
先
出
法
が
強
い
と
い
え
ま
す
。

物
価
上
昇
時
に
強
い後

入
先
出
法

た
な
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
は
、
原
価
法
(
八
種
類
)
と

低
価
法
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
採
用
さ
れ

て
い
る
の
は
、
次
の
四
つ
に
な
り
ま
す
。

先
入
先
出
法
・
先
に
仕
入
れ
た
も
の
か
ら
払
い
出
し
、
期

0

末
に
最
も
近
い
日
に
仕
入
れ
た
、
の
が
残
っ
て
い
る
も

こ
よ

17

'1

ノ、 口
ロロ
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■

づ1ノ丈コ

葉巻

紙巻

その他

1本 760CC 程度3本まで

50 本まで

時

2 0 0 本まで

水

重さが 250 グラム立で

2オソスまで

他 外国での買価の合創・が5万円以内
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＼
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、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ

働
き
が

ド
ル
・
、
ソ
ヨ
ッ
ク
、
円
切
り
上
げ
後
政
府
は
従
来
の
街
力
誘
導
政
策
を
再
将
し
、
特
に
勤
響
か
「
働
き
が
い
」
を
感
じ
る

よ
う
な
鴨
璽
の
企
業
を
優
先
し
た
お
力
誘
導
策
を
と
り
た
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
府
の
考
え
方
に
従
っ
て
勤
労
者
が
「
働

き
が
い
」
を
感
じ
る
職
場
環
境
と
は
?
ま
た
勤
労
者
鳶
神
的
編
足
感
を
得
る
職
場
と
は
?
の
憲
を
裂
分
析
し
、
そ
の

対
策
を
立
て
る
手
が
か
り
に
役
立
て
て
い
九
だ
く
た
め
、
奈
良
,
短
期
大
学
・
橋
爪
勝
次
教
授
の
ご
協
力
を
得
て
、
当
所
会
員
小

業
所
を
対
象
に
鑾
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
こ
こ
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
概
要
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
働
く
目
的
に
つ
い
て

/

意
識
開
査

果
ま
と

口

ま
る
ノ

t

人
問
は
目
標
を
持
つ
か
ら
努
力
す
る
。
努

力
す
る
か
ら
働
き
が
い
、
生
き
が
い
か
あ

る
。
働
く
意
義
・
目
的
を
は
 
P
さ
り
と
ら
え

る
こ
と
が
、
働
き
が
い
の
生
ま
れ
る
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。

第
一
位
男
女
共
に
「
船
金
を
得
る
た
め
」

(
男
能
%
、
女
妬
%
)

船
金
さ
え
あ
れ
ぱ
な
ん
と
か
な
る
。
無
性

に
お
金
が
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
気
持
の
あ
ら

わ
れ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
目
的
が
は
っ
き
り

し
な
い
と
得
た
お
釡
も
有
効
に
使
え
な
い
。

ま
ず
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
あ
っ
た
手

段
を
選
ぶ
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
位
男
女
共
に
「
働
く
こ
と
は
社
会
人

に
と
っ
て
つ
と
め
で
あ
る
」

、
、
、
、
、
、
、
、
~
、
~
、
、
＼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
~
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

橋
爪
勝
次
氏

(
男
錫
%
、
女
即
%
)

第
三
位
男
子
「
仕
事
の
成
果
に
喜
び
を
感

一
"
じ
る
た
め
」
(
Ⅱ
%
)

女
子
「
人
な
み
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
た

め
」
(
W
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
、
働
き
が
い
を
感
じ
る
職
場
と
は

第
一
位
「
人
闇
関
係
の
よ
い
職
場
」

(
男
皐
%
、
女
円
%
)

第
二
位
「
自
分
の
能
力
が
フ
ル
に
発
揮
・
活

用
で
き
る
職
場
」
(
男
卯
%
、
女
紅
%
)

第
三
位
「
未
来
に
少
と
希
望
の
持
て
る
職

場
」

(
男
認
%
、
女
鮖
%
)

第
四
位
「
高
い
賃
金
の
く
れ
る
職
場
」

(
男
記
%
、
女
訟
%
)

働
く
目
的
は
「
船
金
を
得
る
た
め
」
が
第
一

で
あ
っ
た
が
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
は
、
必

.

自
分
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
こ
と(

器
%
)

一
位
・
二
位
の
順
位
づ
け
が
、
男
女
異
な
っ

て
お
り
、
傾
向
把
握
は
む
づ
か
し
い
。

現
代
は
、
一
定
の
。
ハ
タ
ー
ソ
に
は
規
定
つ
け

ら
れ
な
い
ほ
ど
働
き
が
捻
纖
(
価
値
観
)
が

多
様
化
し
て
い
る
た
め
、
全
体
の
平
均
を
も
つ

て
、
個
々
人
に
対
処
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

大
き
い
反
省
が
必
要
で
あ
る
。

ず
し
も
高
い
賃
金
の
く
れ
る
職
場
で
は
な
い
。

「
人
問
関
係
の
よ
い
職
場
」
「
自
分
の
能
力
が

フ
ル
に
命
・
活
用
で
き
る
職
場
」
で
あ
る
。

三
、
働
き
が
い
の
要
因

多
様
化
す
る
何
き
が
い
"
意
識

経
営
者
管
理
者
の
た

め
の
経
営
講
座
開
催

④
男
子

自
分
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
こ
と(

釘
%
)

(
鈴
%
)

(
即
%
)

(
討
%
)

ま
と
め

"
働
き
が
い
"
を
ど
ぅ
理
解
す
る
か
。
そ
の

解
釈
も
十
人
十
色
で
あ
る
。
こ
こ
で
仮
に
,
働

き
が
い
"
を
「
仕
小
上
に
お
け
る
そ
の
人
の
も

つ
て
い
る
価
値
観
に
一
致
す
る
統
一
を
探
し
求

め
る
活
動
」
と
す
れ
ぱ
、
価
値
観
が
多
様
化
し

て
い
る
今
貝
,
側
き
が
い
0
 
意
欝
多
様
化

す
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
ー
ー
こ
れ
だ
け
の
器
と
一
部
の
比

較
分
析
で
は
断
言
は
許
さ
れ
な
い
が
-
1
傾
向

と
し
さ
は
、
は
っ
き
り
"
働
き
が
い
意
砂
も

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
教
育
水

準
、
生
活
水
準
が
高
く
な
れ
ぱ
、
価
値
観
も
多

様
化
す
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
,
働
き
が
い
意

識
0
 
調
査
は
、
そ
の
傾
向
を
実
証
し
た
。

,
働
き
が
い
'
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

ま
九
、
い
く
ら
上
司
に
,
働
き
が
い
"
を

、
0

L与
え
て
く
れ
と
甘
え
て
も
,
働
き
が
い
'
は
生

ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
各
自
が
探
し
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
理
者
・
監
督
岩
は

働
く
者
に
と
っ
て
、
職
場
の
仕
組
(
組
織
)
や

制
度
・
環
境
に
あ
る
空
し
さ
を
排
除
し
て
や
る

義
務
と
責
任
が
あ
る
。
管
理
者
・
監
督
者
に
、

こ
の
自
覚
と
そ
の
能
力
向
上
に
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
う
な
が
し
た
い
。

現
下
の
中
小
企
羊
取
り
巻
く
梨
境
は

め
ま
ぐ
る
し
く
礁
し
て
お
り
、
企
券
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
存
統
発
展
を
は
か
る
に
は

ψ
荏
国
際
的
な
成
凖
乞
必
要
と
す
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
当
所
で
は
、
こ
の
機
会
に
奈

良
県
立
短
期
大
学
の
好
高
な
ご
協
力
を
得

て
響
老
、
管
理
者
の
方
々
に
新
し
い
経
営

の
あ
り
方
を
知
っ
て
い
元
だ
く
た
め
、
標
司

倫
座
を
寵
に
ょ
り
開
催
し
た

人
問
関
係
の
よ
い
職
場
環
境

仕
事
が
ま
か
さ
れ
る
こ
と

仕
事
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑥
女
子

人
間
関
係
の
よ
い
職
場
環
境
(
諦
%
)

仕
事
が
ま
か
さ
れ
る
こ
と

(
開
%
)

気
の
合
っ
た
岩
と
仕
事
を
す
る
こ
と(

噐
%
)

職
場
で
働
き
が
い
を
な
く
す
る
要
因

四

C
、
,

④
男
子

や
0
た
仕
Ⅲ
が
認
め
ら
れ
な
い
亊
(
腿
%
)

職
場
の
人
闇
関
係
怠
い
こ
と
(
嶋
%
)

会
社
・
上
司
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら

(
謁
%
)

な
し
こ
と

仕
事
が
つ
ま
ら
な
い
と
思
う
こ
と
(
鈴
%
)

④
女
子

職
場
の
人
問
関
係
が
惡
い
こ
と
(
乳
%
)

仕
事
を
つ
ま
ら
な
い
と
思
う
こ
と
(
U
%
)

や
っ
た
仕
事
稔
め
ら
れ
な
い
事
(
噐
%
)

職
場
で
働
き
が
い
を
な
く
t
る
要
因
に
つ
い

て
も
、
先
き
に
指
摘
し
た
多
様
化
す
る
働
き
な

い
意
識
か
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た
傾
向
要
因
は
把

握
で
き
ず
、
順
位
づ
け
に
つ
い
て
も
男
女
異
が

り
、
男
女
共
に
一
位
、
二
位
に
共
通
し
て
入
っ

て
い
る
の
が
、
「
職
場
の
人
間
関
係
の
悪
い
こ

と
」
で
あ
る
。

C

一
、
日
程
及
瓢
師

七
円
十
日
(
月
)

三
0
八
円
時
代
の
中
小
企
業

奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

广

己=

一凹
}が

~

〆

91

空
◆
」
 
J
 
邑
゛

叉
彬

七
児
十
一
日
(
火
)

中
小
企
業
に
お
け
る
会
計
の
あ
り
方

奈
良
県
立
短
期
大
学
助
教
授

、"

'
遜
ン

三
'
入
べ
＼

シ

参三゛

"

ー
'
、
◆
ノ

釜
§
畷

'
宅
Y
女
゛

一

81

'
イ
喝
'

七
月
十
三
日
(
木
)

日
本
経
済
の
現
状
と
円

1
再
切
り
上
げ
と
デ
ノ

不
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
ー

奈
良
県
立
短
期
大
学
散
授

ε

( 'ノ

五
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
作
り
の
た
め
幹
部

に
望
む
こ
と

男
女
と
で
は
異
な
り
、
ま
九
業
種
に
ょ
っ

て
も
か
な
り
の
述
い
が
見
ら
れ
る
。

男
子
は
組
織
化
の
基
礎
事
項
<
仕
事
の
分

担
と
権
限
・
責
任
の
明
確
化
>
を
強
く
訴
え

て
お
り
、
女
子
は
自
分
た
ち
の
意
見
を
聞
い

て
ほ
し
い
、
よ
い
人
間
関
係
の
ふ
ん
い
気
を

作
っ
て
ほ
し
い
、
と
訴
え
て
い
る
。

三
宅
順
一
郎
氏

一
戈
、

V

ゴ
 
N
-

1
才

写

~

、

1
 
七
气
寺
t
、
ー
~
゛
,
ミ

ダ
÷
、
^
1
 
i
考
虫
一

'
'
゛
゛
、
,
'
ー
'
}
三
j

<

小
西
一
正
氏

七
刃
十
七
日
(
月
)

業
に
基
つ
く
経
営

奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

レ
、
"

J
J

『暑

七
月
十
八
日
(
火
)

中
小
傘
と
流
通
問
題

奈
良
県
立
短
期
大
学
助
教
授

;
ι

゛
ン
、
、
智

Y

申
比
凌
氏

六
、
ど
ん
な
上
役
の
も
と
で
働
き
た
い
か

男
子
七
割
、
女
子
九
割
近
い
人
が
、
「
部

下
の
意
見
も
開
き
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い

く
上
役
」
と
、
民
主
的
な
上
役
を
求
め
、
仕

小
の
鬼
と
V
わ
れ
る
、
仕
事
だ
け
愨
な
上

役
は
嫌
わ
れ
て
い
る
。
男
子
の
二
割
は
「
部

下
の
一
身
上
の
事
ま
で
気
を
使
「
て
く
れ

る
」
温
情
型
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

七
、
ど
ん
な
職
場
で
働
き
た
い
か

回
男
子

将
来
に
不
安
の
な
い
職
場

(
釘
%
)

自
分
の
才
能
が
生
か
せ
る
職
場

(
即
%
)

(
巧
%
)

収
入
の
よ
り
多
い
職
場

(
玲
%
)

気
持
の
よ
い
人
の
多
い
職
場

⑥
女
子

、
(
舗
%
)

気
持
の
よ
い
人
の
多
い
職
場

収
入
の
よ
り
多
い
職
場

(
Ⅱ
%
)

自
分
の
才
能
が
生
か
せ
る
職
場

(
那
%
)

将
来
に
不
安
の
な
い
職
場

(
N
%
)

こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
「
仕
那
の
楽
な
職
場
」

を
求
め
る
人
は
極
く
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

小
松
勇
吉
氏

毎
日
午
後
七
時
t
午
後
九
時

一
、
会
場

奈
良
県
文
化
会
館
第
三
兪
室

一
、
一
需
者
三
十
名

尚
、
受
講
者
全
員
終
始
恕
に
聴
講
し
た
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゛
ノ
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ノ
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聖

'
゛
ノ
゛
゛
゛
.

、
j

↓
玉

永
平
寺
は
恰
度
今
「
制
中
(
せ
い
ち
ゅ
う
)
」

と
い
う
期
問
で
あ
る
。
四
刀
か
ら
七
門
に
わ
た

る
九
十
日
開
、
特
に
厳
し
い
修
き
打
ち
込
む

期
問
で
あ
る
。
真
冬
に
、
九
十
日
問
の
「
制

中
」
が
あ
っ
て
、
全
山
が
雪
に
と
ざ
さ
れ
て
い

る
中
で
の
修
行
は
冷
厳
で
あ
り
崇
高
で
あ
る
。

夏
の
制
中
か
ら
冬
の
制
中
ま
で
の
問
冬
の
制
中

か
ら
夏
の
制
中
に
至
る
ま
で
の
冏
、
こ
れ
を

「
解
冏
(
げ
あ
い
)
」
と
い
う
。
修
行
が
や
や

緩
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
怠
け
て
い
い
と
い
う

条
は
毛
頭
な
く
、
雲
水
た
ち
は
年
百
年
中
、

修
行
の
器
で
あ
る
。

修
行
っ
て
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
と
と
か
。
天

下
の
名
刀
を
作
り
あ
げ
る
刀
鍛
治
が
、
鉄
を
烈

火
で
や
く
、
水
で
冷
す
、
鉄
槌
で
叩
き
鍛
え

る
、
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
昔
か
ら
雲
水

、

J

一

一
;
、

『

'

三

卓
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一

永
平
寺
の
雲
水
た
ち

ミ

'

卑

修
行
の
道
場
に
入
門
す
る
こ
と
を
「
師
の
欝

(
ろ
は
い
)
に
入
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
鱸
と

は
烈
火
の
炎
ん
と
燃
え
さ
か
る
た
だ
中
で
あ

り
、
樫
煉
の
火
力
を
強
め
る
空
気
を
送
り
込

む
フ
ィ
ゴ
で
あ
る
。
刀
鍛
治
の
作
業
場
の
総
称

で
あ
る
。
偉
大
な
正
師
の
燦
曹
入
0
て
打
ち

鍛
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
「
人
物
に
な
れ
ぬ
」
、
禅

道
仏
法
を
身
に
つ
け
て
世
の
中
に
つ
く
す
僧
に

な
れ
ぬ
と
い
っ
て
、
雲
水
た
ち
は
厳
し
い
道
場

に
入
門
す
る
の
で
あ
る
。

大
本
山

永
平
寺
副
貫
首

う
)
」
と
い
う
所
に
通
さ
れ
る
。
そ
の
雲
水
た

ち
は
殆
ど
す
べ
て
大
学
素
者
で
、
生
れ
て
か

ら
二
十
年
以
上
、
家
庭
で
親
兄
弟
の
中
で
生
活

し
、
学
校
で
先
生
や
学
友
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ

と
を
学
ん
で
来
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
学

ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
悉
く
を
、
全
面
的

に
徹
底
的
に
放
批
し
て
し
ま
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
跳

躍
台
が
、
こ
の
旦
過
寮
で
あ
る
。

旦
過
寮
に
い
る
日
数
は
十
日
問
前
後
で
あ
る

か
、
夜
の
九
時
か
ら
朝
の
三
時
ま
で
は
寝
る
と

゛
、
、と

を
認
容
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ひ
九
す
ら

に
坐
禅
す
る
の
で
あ
る
。
脚
が
痛
い
、
頭
が
痛

堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
落
第
し
て
し
ま
う

、
、

しも
の
も
あ
る
。
こ
の
十
臼
間
ほ
ど
の
間
に
と
も

か
く
、
脚
の
曲
げ
か
た
、
手
の
お
さ
め
か

た
、
物
の
言
い
か
た
、
寝
か
た
、
起
き
か
た
、

感
じ
か
た
、
思
い
か
た
、
食
べ
か
た
、
飲
み
か

雲
水
た
ち
は
今
日
も
昔
の
よ
う
に
、
網
代
笠

を
か
む
り
手
甲
脚
紳
に
身
を
か
た
め
、
袈
裟
行

李
(
け
さ
ご
う
り
)
を
前
に
か
け
複
子
(
風
呂

敷
づ
つ
み
)
を
背
に
負
う
て
、
上
山
す
る
そ
の

風
格
に
颯
爽
た
る
英
気
が
漲
り
あ
ふ
れ
る
。
入

門
奪
さ
れ
る
と
、
「
旦
過
寮
(
た
ん
が
り
ょ

美

山
田
霊
林

の
中
に
お
い
て
儒
す
る
に
到
り
得
る
の
で
あ

る
。

旦
過
寮
の
難
行
苦
行
を
深
く
経
験
し
得
た
雲

水
峡
旦
過
寮
を
出
て
か
ら
の
修
行
が
、
何
も

か
も
右
り
難
く
、
浄
く
楽
し
く
自
由
に
な
っ
て

来
る
。
旦
過
寮
を
出
る
と
僧
堂
の
中
に
席
が
与

え
ら
れ
る
。
そ
の
席
は
「
坐
っ
て
半
畳
・
寝
て

一
畳
」
と
い
う
極
め
て
手
ぜ
ま
な
も
の
で
あ
る

か
、
そ
れ
が
決
し
て
欠
手
ぜ
ま
の
何
の
と
は
感

●
)
、じ

ら
れ
ぬ
。
大
宇
宙
を
場
と
し
て
清
く
楽
し
く

自
由
に
活
き
ぬ
ぐ
勤
め
ぬ
く
実
感
で
あ
る
。

「
銃
鳴
れ
ぱ
法
堂
(
は
0
と
ぅ
)
、
榔
(
ほ
う
)
響

け
ぱ
斉
堂
(
さ
い
ど
ぅ
)
と
古
人
の
唱
え
た
そ

れ
の
ビ
と
く
鐘
の
鳴
る
声
そ
の
鴛
の
感
触
か

ら
、
身
仕
度
を
新
た
に
し
て
木
堂
に
出
る
。
榔

と
い
う
鳴
物
が
鳴
る
と
、
斉
堂
(
食
事
を
い
た

す
堂
宇
)
に
船
の
ず
か
ら
歩
み
進
む
。
何
を
見

て
も
何
を
開
い
て
も
仏
光
さ
ん
さ
ん
、
何
を
思

い
何
を
冒
っ
て
も
、
仏
の
御
心
か
ら
籬
れ
な

物
に
対
す
れ
ぱ
物
が
、
人
に
会
え
ば
人
が

、
0

L船
の
ず
か
ら
笄
ま
れ
る
。
最
上
義
の
法
条

湧
く
、
そ
う
い
う
生
活
者
と
な
る
。

真
冬
の
制
中
は
厳
し
い
突
き
が
、
身
の
し
ん

ま
で
浸
み
通
る
が
、
雲
水
た
ち
は
シ
ャ
ツ
を
薯

た
、
何
か
ら
何
ま
で
を
、
一
新
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
一
新
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
音
談
乞

持
つ
隙
す
ら
な
く
純
一
無
雑
の
清
明
体
、
純
粋

無
垢
な
行
動
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
旦
過
寮
の
十
日
問
は
、
指
馨
、
真
剣

そ
の
も
の
で
あ
り
、
雲
水
た
ち
も
生
涯
ま
た
と

な
い
容
易
な
ら
ぬ
難
行
苦
行
で
あ
る
。
難
行
苦

行
は
人
冏
誰
し
、
好
む
と
こ
ろ
で
な
い
が
、
修

行
上
の
難
行
苦
行
は
い
わ
ゆ
る
刀
鍛
治
の
煉
輔

で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
く
し
て
は
人
問
の
中
で
の

人
間
に
は
成
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
難
行
苦
行

に
打
ち
込
至
水
は
、
馨
苦
行
の
中
に
偉
大

な
感
激
に
満
た
さ
れ
る
。
人
問
は
誰
で
も
生
れ

出
た
と
き
か
ら
V
や
生
れ
出
る
前
か
ら
「
仏
の

御
子
」
で
あ
り
、
仏
の
生
命
の
相
統
者
で
あ

り
、
「
千
災
を
滅
ぼ
し
、
万
徳
を
成
就
す
る
」
、

威
神
力
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
難
行
苦
行

美

一
ノ
卓

ノ

J

C

(
区
)
の
指
定
の
考
え
方
な
ど
注
目
す
べ
き

点
が
多
い
。

ー
ー
ー
《
、
.

ず
、
足
袋
も
は
か
な
い
で
、
起
ち
居
振
る
舞
を

す
る
。
お
も
湯
の
よ
う
な
船
粥
を
頂
い
て
い
て

、
空
腹
の
悶
(
も
だ
)
え
が
な
い
。
本
を
開

け
ぱ
そ
の
要
所
が
、
電
光
の
鄭
き
を
放
っ
て
、

一
瞬
に
明
瞭
す
る
。
十
人
が
十
人
百
人
が
百

人
全
部
が
そ
う
い
う
ご
と
く
成
る
こ
と
は
無

い
に
し
て
も
、
誰
し
も
人
間
は
そ
う
な
り
得
る

徳
分
が
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
深
く

う
な
づ
ミ
修
行
に
励
む
こ
と
は
悦
ば
し
い
有

り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

C 五
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者
略
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明
治
二
十
二
年
岐
阜
県
高
山
市
に
生

る
。
駒
沢
大
学
(
曹
梨
大
学
)
輩
。

同
大
学
教
授
学
監
、
総
長
を
歴
任
論

文
「
道
元
禅
の
基
木
的
性
格
と
そ
の
正
修

行
」
で
文
学
愽
士
。
曹
洞
宗
教
学
部
長
、

北
米
曹
洞
宗
開
教
鷺
を
歴
任
の
あ
と
、

現
在
曹
洞
宗
大
本
山
永
浮
副
貫
首
著

穫
「
禅
学
読
本
」
「
坐
禅
の
書
」
「
禅
の

開
き
ゆ
く
人
生
」
「
日
本
人
の
生
死
観
と

禅
」
「
修
雲
需
」
「
正
法
眼
蔵
需
」

「
忘
れ
る
技
術
」
な
ど
あ
り
。

「
望
ま
し
い

☆
京
都
の
観
光
の
あ
り
方
」

を
ま
と
め
る
1
京
都
1

京
都
商
工
会
議
所
観
光
特
別
委
員
会
は
、

こ
の
ほ
ど
「
望
ま
し
い
京
都
の
観
光
の
あ

り
方
」
を
ま
と
め
た
。
年
間
三
千
万
人
を

越
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
京
都
は
文
化
観

光
資
源
の
保
護
、
広
域
化
・
観
光
輩
、

観
器
要
と
い
っ
た
問
題
が
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
六
児
開
催

の
第
四
回
委
員
会
か
ら
今
年
三
月
の
第
十

一
回
委
員
会
の
八
回
に
わ
た
る
委
員
会
で

検
討
し
た
も
の
を
ま
と
め
、
中
闇
報
告
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。
報
告
は
一
、
京
都
に

お
け
る
観
光
の
現
状
と
問
題
点
二
、
望
ま

し
い
京
都
の
観
光
の
あ
り
方
に
大
き
く
わ

け
ら
れ
、
三
七
頁
に
わ
た
っ
て
い
る
。
京

都
が
観
光
資
源
を
保
護
し
な
が
ら
古
都
の

美
を
い
か
に
し
て
多
く
の
観
光
客
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
生
き
た
捉
盲
か
行
な

わ
れ
て
い
る
。
墾
公
害
の
防
止
体
制
に

つ
い
て
戸
ー
ド
レ
ス
エ
リ
ア
(
無
車
道
地

■
、
又
 
J
、
ノ
、
 
f
、
 
r
、
(
(
(
(
(
 
i

ー
イ
ー
1
-
)
丁
i
1
L
1
)
{

>
繩
の
観
光
開
発
構
想
斈
)
一

☆
沖
繩
の
観
光
開
発
構
想
斈

日
本
観
光
協
会
の
沖
縄
地
域
観
光
開
発

総
合
調
査
委
員
会
(
座
長
江
山
正
美

東
京
農
大
教
授
)
は
、
沖
縄
の
観
光
開
発

に
つ
い
て
、
環
境
調
和
型
を
主
体
と
し
た

開
発
方
式
に
ょ
る
開
発
構
想
を
ま
と
め

ナ
こ
の
「
沖
縄
地
域
観
光
開
発
の
構
詳

、

沖
縄
観
光
開
発
の
目
標
二
、

画
」

ま

観
帯
要
の
予
測
一
天
観
光
開
発
構
想
と

か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
三
の
観

光
開
発
構
想
の
概
要
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

▽
工
業
地
帯
と
そ
れ
以
外
の
地
区
と
を
分

離
し
、
生
産
レ
ク
リ
エ
ー
、
ソ
"
ソ
、
自

然
怠
の
た
め
の
緑
地
を
十
分
に
確

保
、
保
護
す
る
。

▽
沖
縄
へ
の
大
量
の
観
光
者
の
人
口
は
昭

和
六
十
年
ま
で
は
那
覇
だ
け
に
絞
り
、

各
地
区
は
那
瑚
と
結
び
つ
け
る
。

▽
開
発
は
恩
納
、
那
覇
、
本
部
の
各
地
区

か
ら
先
ず
手
が
け
る
。
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お
知
ら
せ
◎

奈
良
県
中
小
企
業
労
働
者
福
祉
施
設

整
備
資
金
融
資
要
綱
決
定奈

良
県

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
念
め
た
も
の
。

一
、
取
扱
機
関

南
都
銀
行
。

一
、
融
資
の
条
件

融
資
の
限
度
額
五
0
0
万
円
。

貸
付
利
率
年
六
・
一
匠
%
。

「
し

貸
付
期
間
五
年
。

三
.
P

一
、
融
資
対
象

償
還
方
法
割
賦
償
還
と
し
て
六
ケ
月

県
内
に
お
い
て
六
ケ
月
以
上
引
き
統
き
事

据
置
期
間
を
置
く
。

業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
。

そ
の
他
原
則
と
し
て
奈
良
県
信
用

一
、
資
金
の
使
途

保
証
協
会
の
保
証
を
必
要
と
し
、
保
"

荷
者
の
用
に
供
す
る
た
め
中
小
企
業
者

は
年
一
・
0
九
%
の
料
率
を
適
用
す
る
。

が
設
置
す
る
次
に
掲
げ
る
施
設
。

「
融
資
の
申
込

月
食
堂
、
浴
室
、
手
洗
所
、
更
衣
室
休

取
扱
金
融
機
関
に
対
し
、
所
定
の
申
込
書

憩
室
、
会
璽
、
労
働
者
住
宅
、
霖
奪
。

を
提
出
す
る
。

⇔
教
養
室
図
書
室
娯
楽
室
等
。

そ
の
他
詳
細
は
奈
良
県
労
政
課
又
は
当
所

国
そ
の
他
知
亊
が
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
中
小
企
業
相
談
所
へ
羚
問
合
せ
下
さ
い
。

環
境
衛
生
貸
付
の
貸
付
限
度
の
引
上
げ

及
び
貸
付
利
率
の
引
下
げ
に
つ
い
て

国
民
金
融
公
庫
奈
良
支
店

一
、
貸
付
限
度
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
代
化
、
省
力
化
の

従
来
、
国
民
旅
館
、
浴
拶
美
及
び
ク
リ

た
め
に
必
要
な
施
設
、
設
備
の
設
置
ま
た
は

ニ
ソ
グ
護
外
の
環
衛
業
者
の
力
々
へ
の

整
備
を
行
な
う
場
合
は
、
借
入
申
込
金
額
と

1貸
付
限
度
額
は
、
-
0
0
0
万
円
以
内
と
さ

既
往
の
貸
付
残
高
と
の
合
計
額
が
、
-
0
0

中
小
企
業
に
船
け
る
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

及
び
労
働
関
係
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
福
祉

施
設
の
整
備
を
行
な
う
中
小
傘
者
に
対
し
、

当
該
整
備
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
左
記
の
通
り
要
綱
を
決
定
し
七
月
一

日
よ
り
実
施
し
た
。

(
一
三
店
)

0
万
円
を
こ
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
五

0
0
万
円
の
範
囲
内
で
、
、
こ
融
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

近
代
化
、
省
力
化
の
た
め
に
必
要
な
施

設
、
設
備
と
は
、
環
境
衛
生
関
係
営
業
の
経

費
の
節
減
労
働
力
の
節
減
、
確
保
、
能
率

の
向
上
、
衛
生
面
の
改
善
及
び
顧
客
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
施
設
、
設
備
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ニ
、
新
基
準
利
率
、
年
七
・
七
%
(
旧
利
率
八

0
%
)
と
な
る

今
回
の
利
下
げ
は
、
新
規
貸
付
分
か
ら
新

利
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四

十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
貸
付
分
に
つ

い
て
は
、
引
き
統
き
旧
利
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

三
、
前
記
の
-
0
0
0
万
円
超
の
対
象
設
備
に

は
、
次
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ソ
閏、、イ

奈
交
商
事
鵠
レ
ス
ト
ラ
ソ
ナ
コ

奈
交
商
事
鵠
レ
ス
ト
ラ
ソ
ニ
ユ
ー
ナ
ニ
ー

レ
ス
ト
ラ
ソ
菊
水

五
、
工
芸
関
係
会
活
)

赤
膚
焼
窯
元
大
塩
正
人

赤
膚
焼
窯
元
古
瀬
尭
三

鵠
本
田
青
紫
園
東
向
支
店

六
、
特
別
登
録
(
一
遇

奈
良
県
商
工
観
光
館

新
規
開
業
(
独
立
開
業
を
除
く
)
の
た

め
の
施
設
、
整
備
に
要
す
る
資
金
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

四
、
喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係

(
一
六
座

)2
 
士
地
の
取
得
に
要
す
る
資
金
も
対
象
と

(
な
り
ま
せ
ん
。

設
備
に
つ
い
て
は
、
特
別
利
率
を
適
用

③
す
る
設
備
又
は
、
特
別
利
率
を
適
用
す
る

設
備
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
る
需
に
要

す
る
資
金
。

④
店
舗
に
つ
い
て
は
、
営
業
許
可
を
必
要

と
す
る
改
装
、
改
築
に
要
す
る
資
金
で
あ

つ
て
、
近
代
化
、
省
力
化
の
た
め
に
必
要

な
も
の
、
及
び
特
別
利
率
を
適
用
す
る
施

設
、
設
備
又
は
特
別
利
率
を
適
用
す
る
施

設
設
備
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
る
施
設
、

硫
の
設
置
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
改

装
、
改
笹
要
す
る
資
金
。

1
G
S
 
(
国
際
親
善
店
)

登
録
更
新
な
る

小
規
模
企
業
共
済
掛
金
最
高
限
度
額

年
間
一
万
二
千
円
に
改
正
ノ
.

こ
の
た
び
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
改
正

法
律
案
が
国
会
で
成
立
、
六
月
十
五
日
か
ら
実

施
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
改
正
に
ょ
り
掛
金
月
額
の
最
高
は
従
来

の
十
口
五
、
 
0
0
0
円
か
ら
二
十
旦
 
0
、
 
0

0
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
も
税
法
上

の
取
扱
い
で
は
従
来
ど
お
り
掛
金
の
全
部
、
年

額
ご
-
0
、
 
0
0
0
円
ま
で
所
得
控
除
の
特
典

を
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宇

腸
魚

大
和
観
光
腸
ガ
】
デ
ソ
大
和

グ
リ
ル
チ
エ
ソ
バ

グ
リ
ル
友

食
堂
園
八

鵠
寿
し

寿

し

固
三
笠
食
堂シ

ツ

、
、
、

春
亭

鵠
三

囿
、
、
、
ヤ

モ
ト
食
堂

永
食
堂

囿
森

'
虫
、

1
G
S
は
国
際
親
善
店
と
し
て
、
よ
く
そ
の
役
割
を
果
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
年
度
更
新
に
当
り
本
年
は
特
に
審
査
委
員
会
の
意
を
得
て

自
動
継
統
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

豐
録
店
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

、

一
般
物
品
販
売
業
関
係(

二
二
店
)

、f
、

田
中
ホ
テ
ィ
ヤ

鵬
ホ
テ
ィ
ヤ
薬
局

肘
コ
マ
シ
ソ
商
店

戸

④
末
広
洋
服
店

小
規
模
事
業
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
唯
一

の
国
の
制
度
で
あ
り
、
支
払
っ
た
金
額
が
所
得

控
除
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
所
得
税
住
民
税
が
安
く

な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
将
来
の
安
心
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
大

き
な
骨
子
と
な
っ
て
い
る
。

加
入
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
当
所
中
小

企
業
相
談
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ニ
、
観
光
土
産
品
関
係
(
五
店
)

鵠
鍛
治
商
店

犯
井
物
産
館

鵠
菊
一
文
珠
四
郎
包
永

鵠
原
洋
品
店

鵠
増
田
商
店

鵠
若
葉
屋

御
あ
こ
や
楽
器
店

鵠
前
田
陶
器
店

側
野
崎
商
店

f
- '

第
三
回
奈
良
県
職
域
発
明
・
く
ふ
う

功
労
者
表
彰
要
項
 
1
 
奈
良
県

県
内
事
業
所
の
「
職
域
に
お
け
る
発
明
創
意
く
ふ
う
」
を
奨
励
す
る
た
め
、
過
去

五
年
以
内
に
生
産
実
績
の
向
上
に
役
立
っ
た
発
明
く
ふ
う
を
し
、
左
眼
項
に
該
当

す
る
功
労
者
を
表
彰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
国
お
よ
び
発
明
団
体
な

ど
か
ら
同
じ
内
容
で
既
に
表
彰
を
受
け
九
者
を
除
く
。

記

第
一
部
創
意
く
ふ
う

特
許
、
実
用
新
案
に
な
ら
な
い
が
身
近
か
な
問
題
で
相
当
な
効
果
実
頴
を
あ

げ
た
創
意
く
ふ
う
を
し
た
者
。

第
二
部
発
明
・
考
案

顕
著
な
実
裁
を
あ
げ
て
い
る
特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
の
発
明
、
考
案
老
。

尚
、
推
せ
ん
方
法
、
審
査
等
そ
の
他
詳
細
は
奈
良
県
商
工
観
光
館
、
(
奈
良
市
橋

本
町
二
こ
に
船
問
合
せ
下
さ
い
。

制
山
田
薬
局

三
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
関
係

<

光
学
堂
時
計
眼
鏡
店

上
新
電
機
側
奈
良
支
店

朗
春
日
ホ
テ
ル

観
光
旅
館
南
大
門

三
笠
温
泉
士
地
鵠
高
円
山
ホ
テ
ル

鵠
奈
良
国
際
ホ
テ
ル

鵠
奈
良
0
、

ク

ノ

倹
都
ホ
テ
ル
経
営
奈
良
ホ
テ
ル

奈
良
ホ
テ
ル
別
館

鵠
平

城

侮
い
ろ
は
旅
館
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー
い
ろ
は

三
笠
温
泉
土
地
佛
三
笠
温
泉

三
笠
温
泉
土
地
側
鹿
野
園
温
泉

大
和
観
光
鵠
大
和
山
荘

旅
館
大
文
字

鵬萬櫛岡

山寿木

勝友
叫§

芳

屋堂屋軒

常常宝楽

側総鵠
メ丈橋 フ」丈チ

本イ良

商ハブく

店店丸

.^、L/、]^^コr^'、

お知らせ
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例煕

南川

口対

商計

会店
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横祁
田
物
仙産

店境

ノ'、

①



★
新
入
会
員

商
業
小
売
部
会

永
原
行
雄

◆
三
和
薬
店

奈
良
市
西
大
寺
町
北
一
丁
目
四
二
四
1
三

◆
総
合
園
法
セ
ン
タ
ー

鵠
恵
水
園

岡
田
光
市

奈
良
市
鶴
狸
東
町
七
四
9
-

◆
働
北
和
電
器

村
田
弘

奈
良
市
三
碓
町
三
五
二

◆
鵠
南
都
密
林

吉
岡
偉
雄

奈
良
市
角
振
町
一
番
地

◆
腸
善
隣
出
版
社
奈
良
支
社
川
口
良
春

奈
良
市
油
留
木
町
十
七
番
地

薫

山
田

◆
山
田
商
店

奈
良
市
角
振
町
二
四

山
辺
敏
一

◆
二
葉
電
気
商
会

奈
良
市
臣
河
原
町
一
丁
目

◆
中
村
商
店

中
村
乾
造

奈
良
市
学
園
朝
日
町

◆
京
染
呉
服
に
し
か
わ

西
川
進

奈
良
市
西
大
寺
国
見
町
一
丁
目
七
1
-
0

◆
側
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー

1

商
業
卸
部
会

◆
愉
へ
ン
ミ
商
事

辺
見
敏
明

奈
良
市
鳥
見
町
二
丁
目
-
1
四木

村
一
夫

◆
奈
良
第
ス
良
糧
鵠

奈
良
市
今
市
町
七
八
番
地
1
-

工
業
部
会

塚
原
伴
之
助

◆
塚
原
工
業
朗
奈
良
工
場

奈
良
市
平
松
町
七
0
三

観
光
部
会

◆
①
名
阪
食
品
側

清
水
宏
吉

奈
良
市
高
天
市
町
十
一
番
地

西
村
義
照

◆
親
愛

奈
良
市
下
高
畑
町
七
五
六

建
設
部
会

妹
尾
一
郎

◆
鵠
鴻
池
組
奈
良
営
業
所

奈
良
市
高
天
町
三
八
1
五

◆
油
谷
重
工
鵠
奈
良
出
張
所
下
平
雄
之
助

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
甲
六
四
9
-

◆
東
豊
機
械
制
奈
良
工
場

柏
木
豊

奈
良
市
古
市
町
三
三
孟
1
-

◆
大
日
本
土
木
側
大
阪
支
店
奈
良
営
業
所

水
田
和
夫

1

奈
良
市
西
大
寺
東
町
二
丁
目
一
番
五
九
号

◆
日
本
団
体
生
命
保
険
鵠
奈
良
事
務
所山

本
太
郎

奈
良
市
高
天
町
八
八
青
沼
一
郎
宅
内

★
名
称
変
更

◆
新
富
士
設
備
工
業
鮒

旧
富
士
設
備
工
業
所

◆
新
西
鉄
工
所

旧
三
都
屋
鉄
工
所

◆
新
鵠
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店

旧
鵠
日
本
交
通
公
社
奈
良
営
業
所

◆
新
鵠
近
商
ス
ト
ア

旧
近
畿
日
本
商
事
株
式
会
社

★
代
表
者
変
更

◆
明
光
丸
ヤ
証
券
鵠
奈
良
営
業
所

新
川
上
愽
志

旧
大
江
皓
雄

◆
鵠
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店

新
伊
藤
元
信

旧
松
本
義
雄

◆
日
本
通
運
側
奈
良
支
店

新
岡
本
和
己

旧
森
上
三
郎

◆
上
田
庄
進
堂

新
上
田
明

旧
上
田
庄
治

◆
奈
良
市
洋
服
商
組
合

新
稲
田
茂
文

旧
宮
崎
安
次

◆
大
成
建
設
鵠
奈
良
営
業
所

新
俵
本
茂

4

1

で
、
相
手
の
一
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と
、
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
現
象
を
、
日
本
人
に
は
、
他
人
に

対
し
て
お
互
い
に
,
甘
え
0
 
が
あ
る
た
め
に
こ

う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う
学
者
も
い
れ

ぱ
、
日
本
人
は
単
一
民
族
で
船
互
い
に
気
心
が

知
れ
て
い
る
か
ら
こ
う
な
っ
た
の
だ
と
い
う
説

を
と
な
え
る
学
者
も
い
る
が
そ
の
当
否
は
別
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
で
生
活
す
る
日
本
人

他
国
民
に
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
高
い
感
情
移

は
、入・

・
・
・
・
・
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
も
の
を
考
え
た

り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
・
・
・
:
・
の
能
力
を
要
求
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
管
理
岩
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と

は
、
そ
の
一
つ
は
こ
の
感
情
移
入
の
能
力
を
人

一
倍
高
く
持
つ
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
部
下
と
い
う
、
の
は
上

役
に
対
し
て
一
種
の
甘
え
が
あ
る
た
め
に
、
身

分
の
立
場
と
か
成
伊
τ
理
解
し
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
が
他
の
人
ん
に
対
す
る
よ
り
強
い
こ
と

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
部
下
に
対
し
て
は
、
自
分
に

対
し
て
感
情
移
入
を
要
求
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
一
盲
う
な
ら
ぱ
、
部
下
に
こ

う
し
て
欲
し
い
、
あ
あ
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

求
が
あ
れ
ぱ
、
は
っ
き
り
と
口
に
出
し
て
言
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
、
感
情
移
入
の
能
力
の
低
い
若
い
人

誓
対
し
て
は
こ
れ
を
は
っ
き
り
行
な
わ
な
い

と
、
そ
れ
が
成
偕
的
な
わ
だ
か
ま
り
な
ど
を
作

る
も
と
に
な
る
か
ら
注
モ
て
も
ら
い
た
い
。

(
商
工
組
合
中
央
金
庫
本
店
経
営
相
談
所
・

内
田
知
己

奈
良
市
西
大
寺
東
町
一

◆
ジ
ャ
ス
コ
鵠
奈
良
店

奈
良
市
西
大
寺
東
町
二
丁
目

◆
鵠
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店

奈
良
市
西
大
寺
東
町
二
丁
目

8
3
3
1
-
ー
ー
ー

員
消
自

以
心
伝
じ

込
ゆ
遜
燕

岡
田
卓
也

丁
目
四
番
一
号

岡
田
卓
也

奈
良
市
手
貝
町
一
番
地

◆
竹
本
設
備
工
業
所

奈
良
市
山
町
三
9
三
番
地

◆
和
光
商
会

奈
良
市
押
熊
町
一
三
八

◆
材
辰
銘
木
鵠

奈
良
市
紀
寺
町
三
六
七
番
地

◆
川
村
建
材

奈
良
市
佐
紀
西
町
二
六
五
七

理
材
部
会

◆
側
大
和
銀
行
奈
良
支
店

.
¥
:
■
巨
盟
■
.
^
.
■
ヨ
,
,
盟
.
^
■
巨
■
旦
旦
卑

旧
仲
野
由
之

◆
奈
良
い
す
ず
自
動
車
暢

新
鈴
木
健
一

旧
竹
内
太
郎

◆
呉
竹
産
業
鵠

新
綿
谷
仙
之
助

旧
綿
谷
仙
治
郎

★
所
在
地
変
更

◆
奈
良
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ
ヤ
販
売
鵬

新
奈
良
市
南
京
終
町
一
丁
目
一
六
八
番
地

旧
奈
良
市
三
条
町
芸
工

◆
鵠
岩
田
米
穀
店

新
奈
良
市
西
大
寺
本
町
一
番
十
二
号

旧
奈
良
市
西
大
寺
町
ニ
ニ
ハ

◆
三
和
住
宅
側

新
奈
良
市
西
大
寺
東
町
二
丁
目
一
番
六
三

旧
奈
良
市
西
大
寺
町

◆
近
畿
芝
生
鵠

新
奈
良
市
西
九
条
町
十
九
ブ
ロ
ッ
ク
七
九

番
地

旧
奈
良
市
西
九
条
町

◆
奈
良
市
洋
服
商
組
合

新
奈
良
市
北
京
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旧
奈
良
市
南
半
田
西
町
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新
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服
商
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新
ニ
ニ
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旧
ニ
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三
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會
停
敏
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本
豈
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本
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彦

吉
田
三
郎
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村
義
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A
 
「
ヤ
ア
珍
ら
し
い
な
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
」

B
 
「
い
や
驚
ろ
い
た
。
奇
遇
だ
。
そ
の
後
船

元
気
で
」

A
 
「
船
蔭
さ
ま
で
、
君
の
ほ
う
は
」

B
 
「
有
難
う
。
た
だ
例
の
こ
と
が
尾
を
ひ
い

て
、
結
局
い
ま
は
一
人
で
ぼ
つ
ぽ
つ
と
い
う
と

こ
ろ
さ
」

A
 
「
い
ま
は
や
り
の
脱
サ
ラ
か
。
結
構
じ
ゃ

な
い
か
」

以
上
は
あ
る
喫
茶
店
で
の
二
人
の
中
年
男
の

会
話
で
あ
る
。
大
声
で
話
し
て
い
た
の
で
、
開

く
と
、
な
く
開
い
て
し
ま
っ
た
、
の
だ
が
、
こ

れ
を
開
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
語
と
い
う

の
は
何
と
省
略
が
多
い
三
景
か
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
た
め
下
認
識
し
た
。

「
と
ん
な
と
こ
ろ
で
」
と
い
う
の
に
、
;
あ

な
た
に
お
会
い
し
て
"
と
い
う
の
か
ぬ
け
て
い

る
し
、
「
そ
の
後
船
元
気
で
」
も
"
あ
な
た
は
お

元
気
で
お
す
ご
し
で
し
た
か
"
と
い
う
意
味
だ

ろ
う
し
、
「
お
蔭
さ
ま
で
・
・
・
・
:
」
、
、
皆
様
の
お

蔭
で
私
は
元
気
に
仕
事
を
し
て
船
り
ま
す
。
君

の
ほ
う
は
ど
ぅ
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
が
略
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
あ
と
の
 
0
例
の

こ
と
が
・
・
:
:
"
と
な
っ
て
く
る
と
も
う
余
人
の

視
・
祭
は
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
省

略
が
あ
っ
て
、
通
じ
る
異
本
語
は
き
わ
め
て
都

合
の
よ
い
言
葉
と
い
え
よ
う
が
、
と
れ
を
裏
が

え
せ
.
は
、
日
本
人
は
と
の
よ
う
な
省
略
の
、
と

<

雑

ブ
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⑤企業に人材を.ノ

(自昭和47年6月10日~至7月20日分)

当所では奈良公共職業安定所の協力を得て標記コーナーを設け、ご好評のうちに積極的
に求人開発を統けておりますが、 6月以降の求職者のりストを一括取纒めましたので是引
ご利用下さし
なお、りスト中には既決定済の、のもあるかと存じますので、その場合不悪ご諒承下さ

い。またご希望の向きは当所にお問合わせ下さし

人材開発コ

希望職種
一般経理事務

業呂

運転手
機械組立仕上工
溶接工
ボイラマソ

火薬係
者三己

ーテソ見習

0 男子の部

ナ速報グ

求職人員
N

希望職種
機械設 十
/1T ゛ 気工f包

配管工
建築技術岩
営業指導員
冷姉 工

集金係
守 衛

僅婦

求職人員

0 女子

希望職種
般事務

員

場単屶

1董 41f

の部

求職人員
40

准

ザイ
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品新刊紹介

f.圃@創造性二鼎生きがいめも、と,ー、1二血@,.・、にンごt+・、'心i・'ニ',ゞ習

当所のオートスライドこ利用を.ノ

「日本人は模倣はうまいが創造性に乏しい」左・どとい 5 ひとがい
ますが、果してそうでしょうか。本綱ではまず西堀先生に「日本
人の特徴」ということで、日本人のもつ豊かな創造性につぃて
解説していただきます。そしてモの日本人の特徴をどのように
!上かした、ら創造性を発揮ざせることができるかを説明します。
いーずれにしても、創造性の発揮とか勤労意欲の高揚は、そこに
働くすべての人問と密按む関係をも0ている問遡です。したが
0て、人問が「自分の考えに従うて働く」ものであることを知
つていただき、同時に創造性走発揮してもらうためには r人問
中心の経営」が重要であることが実例をもって示さ紅てぃます。

県既刊紹介

商店経営シリーズ
サービスとは。
販売効率をあげるには。
上手なお客の応待法。
上手な船店の広告戦略。
経営改善への道。
お客は常に正しい。
販売値段はーつしかない。
お客は満足をかう。
商店に船ける陳列と照明。
ガガ(最寄品の部)

新しい販売方法品質表示。
商店街活動。
包装の仕方。(基本編)

(応用編)ノノ

品質表示と販売促進。
繁栄する商店街。
店頭販売の秘訣。(接客編)
ガ(陳列編)

これからの小売商店の生きる道。

このスライドけ、実際の企業内教青訓織・ーグループ学習の壮況
を収録したものであるが、前半では、釖めてこのような訓練
に麥加した第一線監督打のグループ学習を、後半では既に数回
の経験をもつトップから新入社貝まで、職陪、職種の異立った
人々の巻加しているグループ学習を紹介している。前半の学習
は三日朋にわたったものであるが、講裟をノ、ートするのではな
く、今自分の抱えている悩みや問迎を自分の霞葉としてさらけ
だし、話合うという経験のなかった人々が、最宇刀は戸惑いなカイ
ら段々にお互いを理創するということはどうい5 ことか、とい
うことを身につけていくプロセスが如実と示されている。また、
後半の学習では、全貝が自分の思ったことを牢広に言い合い、
理解し合い、それが各々の仕事の中に生かされ生産性の向上に
つながっていることが分る。

^

キ

一

^

゛

宅

奈良市登火路川TEL奈良(22)1101

^

'

^ ,35%カラ.ー・.140.コマ'・ 42分マ'、20分
、^
.''^

^

・1昔 lfⅡ

^

^宝"

見

^

,^

今日の店舗、明日の繁栄。
税金を怖れない経営。
貴方にも開かれている金融の窓口。
働きょい店、のびる店。
若い芽を育てよう。
みんなで街づくり。
商店の労務管理(上)

(下)ノノ

これからの商店主婦。
お客さまの買物心理。
貴方にも出来る店舗の診断
安,心を積立てる。
これからの商工青年。
上手な仕入、下手な仕入。
繁栄への近道。
新しい販売方法、品質表示。
販売促進あの手この手。
繁栄をあなたに。
変わりゆく現代の店・づくり。(新巻)
経営のバロメ【ター。(新巻)

^ ^
^

^
^

尚、その他工場経営シリーズ、実務訓練関係等のスライドも多数常備致して浦りますので
ご利用の向きは当所宛ご連絡下さい。

^

身名

二1-武■■'

ヂ、

総平均

良市小売物価指数動向表
昭和妬年平均=100

食料

C

奈良

奈良

殻

Ta
U口

106.3

粉、粉製品

類

ー、

102.3

106.71 106.8
102.9 102.9

奈良

奈良

奈良

奈良

野

100.0

果

菜

108.8

106.4

100.0 100.0

鮮魚、介

物

102.0

106.3

108.8

乾

87.9

口

月別

地域別

奈良

奈良

奈良

100.0

稠味料

101.フ

108.8

畜産食品

86.2

87.1

目

物

100.0

123.フ

108.8

加工食品

80.5

96.5

和47年
3月

^^^^^^^^^^^^^^^^'^^^'^^^^^.^^^^^^^^^,^.^^^^^,^^^^^'^'^^^'^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^'^'^'^^^

1《社宅建設》はイ主宅公団の特定分1麹圭宅を,ノ}

奈良

奈良

108.8

125.0

131.フ

79.2

88.3

ノノ

104.6

106.8 106.2 104.フ

107.8

109.6

惜好

64.4

94.9

4月

子

ノノ

'

奈良

奈良

奈良

奈良

116.フ

107.0

107.6

100.3

繊雜

88.5

5月

τコ
訂口

ノノ

123.フ

116.フ

107.0

101.フ

建材家具

96.5

6月

15年~20年償還/年7.5%

口
ロロ

.建設敷地は申込者で浄備していただき地設は公剛かいたします。

.ー'定の公団資金を建設普に充当し、年利*フ.5%で15年または20年の長川玲卵武J旦済です。

.ヰレト企業にっいては、自己負IH金が少なくてすむよう侵遇いたします。

.資木金100億円W、」二の企業はお印込み先または公団にご相談ください。

●昭和47年度J'準工事賢(公団資金を充当できる1製度)

ノノ

107.0

116.フ

104.3

101.フ

104.4

燃

第二次鄭鳥M 昭和47年7月1日~ 9月30日

99.6

7月

107.0

116.フ

101.フ

126.3

104.1

機械器具

104.3

料 奈良

奈良

奈良

104.3

116.フ

101.フ

110.3

126.5

雑

101'フ

104.3

103.1

126.5

112.フ

口
ロロ

世

104.9

112.フ

126.5

103.1

98.4

萪

牛寺殊ル礎
(キ亢打工事等)

{.・]

103.1

126.5

112.フ

110.6

98.4

単身者4

柚栽・園地股備

L

※施設とは、住宅等に併設される店舗、事務所等のことです。

^^^^.^'^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^●^'^'^^^^^,^^^^^^^'^'^●^'^'^'^'^'^.^.^'^.^^^.^'^.^'^'^'^

別
50が未満

112.フ

100.1

110.フ

98.4

50m,~55m'

施

し同症令
55m,以_上

103.1

111.3

98.4

単位
1戸ヨ

",:
」

110.8

98.4

畉ホτ事貴t大企輩}

,

州

111.0

1.520.000
1.630.000
1.750.000

1 戸当
1 人当

560.000

M唯丁堪費(小小企劃

1 1rf 当

1.920.000
2.030.000

60、000

2.]50.000

18.000
10.000

710.000

お問介せ先・・ーヲj,3V""、.

1.ミt,ttl.語静'ト町TEL大阪(.1.13)5761 1

3.000
27.000

ガ/才〆ハノフ中

お印込み先
奈良県土木部建築課
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身老

ガ

月7

ガ
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菜

、
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当人
当戸

1

当人】
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昭
和
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七
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七
月
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刷

昭
和
四
キ
年
八
月
一
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼
和
井
田
恒
道

印
刷
人
近
東
弘
七

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
所
共
同
精
版
印
刷
帥

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

電
話
奈
良
@
六
0
七
玉
(
代
)
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ι
毛

1
-

世
'
」
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、
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
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7
8
9

1
2
3
4
5
6
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9
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J
 
L
¥

ト
'゛

J

.

コ
↓J

コ
一

現
在
は
少
数
精
鋭
主
義
の
時
代
で

-
 
0従

業
員
の
能
力
を
開
発
し
て
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
合
理

的
な
霧
管
理
と
教
育
裂
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
ス
ラ
イ

ト
に
ょ
る
視
聴
覚
を
通
じ
た
教
育
訓

練
於
も
効
果
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

⑥
ス
ラ
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ド
・
写
機
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の
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出
要
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当
所
で
は
ス
ラ
イ
ド
・
ラ
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ラ
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と
し
て
上
穫
品
を
常
備
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し
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お
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ま
す
か
ら
、
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用
ご
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向
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又
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申
し
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L
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宇部興産株式会社特約販売店
宇部セメント、宇部生コン
スレート、タイル施工販売

奈良市紀寺町 908 の 3
電話奈良(0742)器-5735代

商

国内 外

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日第3木曜日)

店

ツタダ

蔦田内外国特許事務所
蔦田璋弁理士

弁理士亀井弘

官級は法令によって公告紙としての使命も課せられています。

官報公広告のおす

(

たとえぱ、会社が決算を行い、株主総会の承認を得・た時は、すみやかに定款所定の方法に従って
貸借対照表を公告しなければなりません。官蛾はこのような公告を掲載するため一般の会社で新聞
広告よりも低廉にて掲載できます。

官報公・広告料金表

,、

大阪市東区内本町橋詰町30番地
(堺筋本町東へコクサイホテル南50メートル)
電話大阪(06) 941-0702~0704

奈良市尼辻町 1丁目 57フ/ 1
大阪市南区竹屋町7番地
東京都文京区小石川 4丁目15/15

(
゛^

《大蔵省印刷局指定》
奈良県官張販売
政府刊行物奈良サービス・ステーシ

E L 0 7 4 2 (2 2) 8 8 (専 用)
良 社明

良 橋
E L 0742 (23) 3 1 〒6 30
替口 大阪 番0 7'

1行につき 680円(8 ポイソト22字詰)
1件;二つき 7,200円
(公告文の定形が定められてぃます)

.枠記事中,,.00円).(む舶.晦) 1段%1枠最終頁 9,800円 j 縦 6.1糎

め

4'

電話0742-(33)1221番(代)
電話 06-(271)7951番(代)

^

電話 03-(813)7451番(代)

ダイトー

大東

綜合美術印刷

、

共同精X叉印扉り井朱乳會稚,,

ヨ

本社
大阪工場
東京工場
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二じ火
^
会株
社式

支本

店店
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、ーーー^
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社取

締

長役

'不

店
野

市田地

(

お二人のははたきを
おこそかに演じます
奈良唯一の結婚式専門の殿堂

る

(

作

゛イ

q

/

J~ イ'

奈良市法蓮町ドリームランド通り

(法蓬中町鴻池バス停前ノ

TE L (23)代 6 0 6 6

日 倦ミ

r=ニ

新日
定

鉄
施工

一流の技術・一流の信用
鉄工業株

奈良市下山町645 TEL.(0742)23-2277qt)

一
.
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◎部品部

◎用品部
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症盃五豆耀血キ

ユ三に丁=
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各種外小一国産車部品
付属品、、 11旦

H本ドライブシ,ツブチェーン加_1盟店
J . A. F.取扱j古

ドライブ用品アクセサリ .^●

ー^

゛1i.

〆

(、

、

゛、

株式会社

受早、

、

1 ^

奈良市杉ケ西町朋-2(専売公礼通り>

IEL余良田742) 22-0 10 6(代)
服部自動司

工

三

、
"
、
、
,
・
・
ψ
一
一
、
・

一
.

目
r

ー
、

ー
ー

ヂ


